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〔
下
　
級
　
審
　
民
　
訴
　
事

例

研
究
　
3
8
〕

38

一
　
担
保
権
実
行
と
し
て
の
不
動
産
競
売
の
売
却
決
定
に
つ
い
て
、
担
保
権
の
不
存
在
は
、
売
却
の
不
許
可
事
由

と
な
る
か
（
消
極
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　
レ

ニ
　
競
売
開
始
後
所
有
者
が
死
亡
し
、
相
続
が
開
始
し
て
い
た
が
、
執
行
裁
判
所
が
死
亡
の
事
実
を
知
ら
な
か
っ

た
た
め
、
売
却
実
施
期
日
、
売
却
決
定
期
日
等
の
通
知
を
被
相
続
人
宛
に
行
い
、
相
続
人
の
一
人
が
受
領
し
て
い

た
場
合
に
つ
き
、
他
の
相
続
人
か
ら
の
期
日
の
通
知
が
な
か
っ
た
こ
と
を
理
由
と
す
る
売
却
許
可
決
定
に
対
す
る

執
行
抗
告
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
事
例

三
　
民
事
執
行
法
六
三
条
違
反
を
看
過
し
て
な
さ
れ
た
売
却
許
可
決
定
に
対
す
る
所
有
者
の
執
行
抗
告
は
許
さ
れ

　
　
　
　
（
2
）

る
か
（
消
極
）

東
京
高
裁
平
成
七
年
一
月
二
一
二
日
決
定
（
平
成
六
年
（
ケ
）
一
三
〇
二
号
売
却
許
可
決
定
に
対
す
る
執
行
抗
告
事
件
、
判

例
時
報
一
五
四
五
号
五
五
頁
）

判例研究

〔
事
実
〕

　
A
所
有
の
建
物
に
は
、
B
を
債
務
者
と
す
る
C
の
債
権
を
担
保
す

る
た
め
の
根
抵
当
権
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
平
成
四
年
八
月
三
一
日

に
、
こ
の
根
抵
当
権
を
実
行
す
る
手
続
と
し
て
の
競
売
開
始
決
定
が

な
さ
れ
、
同
年
九
月
八
日
に
、
そ
の
正
本
が
A
本
人
に
郵
便
配
達
人

か
ら
交
付
す
る
方
法
で
送
達
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
平
成
五
年
四
月

二
日
に
は
、
A
が
死
亡
し
、
B
を
含
め
た
複
数
の
相
続
人
が
本
件
建

物
を
相
続
し
た
。
執
行
裁
判
所
は
こ
の
事
実
を
知
ら
な
い
ま
ま
に
、
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平
成
五
年
九
月
一
七
日
に
本
件
建
物
に
っ
い
て
の
売
却
実
施
命
令
を

し
、
こ
れ
を
平
成
六
年
四
月
一
九
日
に
取
消
し
た
後
、
同
年
七
月
一

四
日
に
売
却
実
施
命
令
を
し
た
。
い
ず
れ
の
売
却
実
施
命
令
に
つ
い

て
も
、
こ
れ
に
基
づ
く
入
札
期
日
（
入
札
期
間
と
開
札
期
日
）
及
び

売
却
決
定
期
日
の
各
通
知
は
、
　
A
死
亡
後
の
A
の
住
所
地
に
A
を

名
宛
人
と
し
て
郵
送
さ
れ
、
相
続
人
の
一
人
で
あ
る
B
が
受
領
し
た
。

B
の
兄
で
あ
る
X
も
相
続
人
の
一
人
で
あ
る
が
、
本
件
競
売
事
件
の

進
行
を
知
ら
ず
、
売
却
決
定
期
日
の
前
日
で
あ
る
平
成
六
年
一
〇
月

一
二
日
に
な
っ
て
B
か
ら
聞
い
て
こ
れ
を
知
り
、
売
却
決
定
期
日
に

出
頭
し
て
A
の
死
亡
を
理
由
に
売
却
不
許
可
決
定
を
す
べ
き
こ
と
を

陳
述
し
た
。
こ
の
X
の
陳
述
の
時
点
で
執
行
裁
判
所
に
A
死
亡
の
事

実
が
判
明
し
た
が
、
執
行
裁
判
所
は
売
却
許
可
決
定
を
し
た
。
X
は

根
抵
当
権
不
存
在
を
理
由
と
し
て
競
売
開
始
決
定
に
対
す
る
異
議
も

申
立
て
る
一
方
、
本
件
売
却
許
可
決
定
の
取
消
、
D
有
限
会
社
に
対

す
る
売
却
不
許
可
の
裁
判
を
求
め
て
、
執
行
抗
告
を
し
た
。
こ
の
執

行
抗
告
事
件
が
本
件
で
あ
る
。
X
は
そ
の
理
由
と
し
て
、
①
本
件
根

抵
当
権
は
、
B
が
A
に
無
断
で
設
定
し
た
も
の
で
、
存
在
し
な
い
、

②
A
死
亡
後
、
相
続
人
に
対
す
る
入
札
期
日
及
び
売
却
決
定
期
日
の

通
知
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
③
売
却
決
定
期
日
に
所
有
者
死
亡
の
事
実

と
売
却
不
許
可
を
求
め
る
旨
の
陳
述
し
た
の
に
売
却
許
可
決
定
が
な

さ
れ
た
④
無
剰
余
で
あ
る
の
に
民
事
執
行
法
六
三
条
の
手
続
が
な
さ

れ
て
い
な
い
、
と
主
張
し
た
。

〔
判
旨
〕

　
抗
告
棄
却

一
　
「
抗
告
の
理
由
①
（
根
抵
当
権
の
不
存
在
）
に
つ
い
て
…
…
民

事
執
行
法
七
四
条
二
項
は
、
七
一
条
一
号
の
『
競
売
手
続
の
開
始
又

は
続
行
を
す
べ
き
で
な
い
こ
と
』
を
売
却
許
可
決
定
の
執
行
抗
告
事

由
と
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
規
定
は
担
保
権
実
行
と
し
て
の
不
動
産

競
売
に
準
用
さ
れ
て
い
る
（
一
八
八
条
）
。
し
か
し
、
民
事
執
行
法

一
〇
条
が
法
に
定
め
が
あ
る
と
き
に
限
り
執
行
抗
告
を
許
し
て
民
事

執
行
手
続
の
迅
速
な
進
行
を
図
っ
て
い
る
こ
と
、
民
事
執
行
法
の
定

め
る
他
の
売
却
許
可
決
定
に
対
す
る
執
行
抗
告
の
事
由
は
い
ず
れ
も

手
続
上
の
毅
疵
を
理
由
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
債
務
名
義
に
基

づ
く
強
制
競
売
と
担
保
権
の
実
行
と
し
て
の
不
動
産
競
売
と
で
は
、

そ
の
基
本
的
構
造
が
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
担

保
権
の
実
行
と
し
て
の
不
動
産
競
売
に
つ
い
て
は
、
担
保
権
の
存
在

を
争
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
開
始
決
定
に
対
す
る
執
行
異
議
の
申

立
て
に
お
い
て
担
保
権
の
不
存
在
又
は
消
滅
を
理
由
と
す
る
こ
と
が

で
き
る
旨
明
文
の
定
め
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
（
一
八
二
条
）
を

考
慮
す
れ
ば
、
担
保
権
の
実
行
と
し
て
の
不
動
産
競
売
に
お
け
る
売

却
許
可
決
定
に
対
す
る
執
行
抗
告
に
お
い
て
は
、
担
保
権
の
不
存
在

又
は
消
滅
は
、
右
七
一
条
一
号
に
定
め
る
事
由
に
該
当
し
な
い
と
解
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す
る
の
が
相
当
で
あ
り
、
抗
告
の
理
由
①
は
採
用
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
」
。

二
　
「
抗
告
の
理
由
②
、
③
（
抗
告
人
へ
の
期
日
通
知
の
欠
訣
及
び

意
見
陳
述
）
に
つ
い
て
…
…
民
事
執
行
法
四
一
条
は
執
行
開
始
後
に

債
務
者
が
死
亡
し
た
と
き
で
も
強
制
執
行
を
続
行
す
る
こ
と
が
で
き

る
旨
を
定
め
て
お
り
、
こ
れ
は
民
事
執
行
手
続
の
迅
速
な
処
理
を
図

る
趣
旨
に
出
る
も
の
と
し
て
」
同
法
二
〇
条
の
「
『
特
に
定
め
る
場

合
』
に
当
た
る
と
解
さ
れ
、
こ
れ
が
同
法
一
九
四
条
に
よ
り
担
保
権

実
行
の
場
合
に
準
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
担
保
権
実
行

の
手
続
中
に
所
有
者
（
又
は
債
務
者
。
以
下
同
じ
。
）
が
死
亡
し
た

と
き
で
も
手
続
は
中
断
す
る
こ
と
な
く
そ
の
ま
ま
進
行
さ
れ
る
べ
き

も
の
と
解
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
所
有
者
が
死
亡
し
た
と
き
に
も
相

続
人
（
相
続
人
が
な
い
か
存
否
不
明
の
と
き
は
相
続
財
産
法
人
。
以

下
同
じ
。
）
が
当
事
者
の
地
位
を
承
継
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
か
ら
、
債
権
者
又
は
所
有
者
の
相
続
人
の
申
出
に
よ
っ
て
執
行

裁
判
所
に
所
有
者
の
死
亡
の
事
実
及
び
相
続
人
が
判
明
し
た
場
合
に

は
、
速
や
か
に
相
続
人
に
手
続
を
承
継
さ
せ
、
そ
の
相
続
人
を
所
有

者
と
し
て
扱
い
、
以
後
の
競
売
手
続
に
関
与
す
る
機
会
を
与
え
る
こ

と
が
望
ま
し
い
。
た
だ
、
執
行
裁
判
所
は
当
然
に
所
有
者
の
死
亡
を

知
り
得
る
立
場
に
は
な
い
か
ら
、
執
行
裁
判
所
が
所
有
者
の
死
亡
の

事
実
を
知
っ
た
後
に
も
、
相
続
人
に
手
続
に
関
与
す
る
機
会
を
与
え

な
い
で
進
行
さ
せ
た
場
合
に
、
そ
の
手
続
が
違
法
と
な
る
か
、
違
法

の
程
度
が
重
大
か
は
、
個
々
の
手
続
の
性
格
と
相
続
人
が
手
続
の
進

行
を
知
っ
て
い
た
程
度
等
事
案
の
実
情
に
よ
り
、
所
有
者
保
護
の
要

請
と
手
続
の
安
定
な
い
し
は
競
買
申
出
人
（
又
は
入
札
者
）
の
保
護

の
要
請
と
を
比
較
考
慮
し
て
判
断
す
べ
き
で
あ
る
。
…
…
売
却
決
定

手
続
は
、
こ
れ
に
よ
り
所
有
者
が
不
動
産
の
所
有
権
を
失
う
こ
と
と

な
る
重
要
な
手
続
で
あ
る
が
、
他
方
、
既
に
保
証
金
を
提
供
し
て
買

受
を
申
し
出
た
者
（
そ
の
う
ち
の
一
人
は
最
高
価
競
買
申
出
人
（
入

札
者
）
と
し
て
不
動
産
を
取
得
す
る
期
待
を
も
っ
て
い
る
。
）
が
生

じ
た
後
の
手
続
で
あ
る
か
ら
、
両
者
の
権
利
の
調
整
が
要
請
さ
れ
る
。

…
：
本
件
に
お
い
て
も
既
に
入
札
者
が
定
ま
っ
て
お
り
、
同
人
の
地

位
の
尊
重
も
求
め
ら
れ
る
う
え
、
本
件
に
お
い
て
売
却
決
定
期
日
の

通
知
等
は
被
相
続
人
宛
に
な
さ
れ
、
相
続
人
の
一
人
が
受
領
し
て
お

り
、
通
常
の
相
続
人
間
の
交
際
が
あ
れ
ば
、
抗
告
人
も
も
っ
と
早
く

右
期
日
を
知
る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
し
、
さ
ら
に
、

抗
告
人
は
本
件
売
却
決
定
期
日
ま
で
に
手
続
に
関
与
す
る
よ
う
に
な

り
、
競
売
開
始
決
定
に
対
し
て
異
議
を
申
立
て
て
い
る
の
で
あ
る
か

ら
、
手
続
に
関
与
で
き
な
か
っ
た
不
利
益
は
大
き
い
も
の
と
は
見
ら

れ
な
い
。
こ
れ
ら
の
点
、
こ
と
に
執
行
裁
判
所
は
…
…
抗
告
人
の
申

出
に
よ
っ
て
売
却
決
定
期
日
の
直
前
に
な
っ
て
は
じ
め
て
」
A
死
亡

の
「
事
実
を
知
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
前
は
同
人
宛
に
期
日
を
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通
知
し
て
き
た
こ
と
等
を
考
慮
す
れ
ば
、
原
裁
判
所
が
」
A
「
死
亡

後
も
そ
の
相
続
人
に
入
札
期
日
及
び
売
却
決
定
期
日
の
通
知
を
せ
ず

に
売
却
手
続
を
進
め
た
こ
と
が
違
法
で
あ
っ
た
と
す
る
こ
と
は
で
き

ず
、
少
な
く
と
も
手
続
の
進
行
に
重
大
な
誤
り
が
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
は
で
き
な
い
。
…
…
抗
告
人
が
本
件
売
却
決
定
期
日
に
出
頭
し

て
」
A
「
死
亡
と
不
許
可
決
定
を
す
る
よ
う
陳
述
し
た
…
…
事
実
が

あ
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
本
件
売
却
許
可
決
定
の
手
続
に
違
法
が
あ

る
と
か
重
大
な
誤
り
が
あ
る
と
は
い
え
な
い
こ
と
は
、
既
に
判
断
し

た
と
お
り
で
あ
る
」
。

一
一
一
「
抗
告
理
由
④
（
無
剰
余
）
に
つ
い
て
…
…
本
件
事
件
に
お
い

て
は
、
最
低
売
却
価
額
で
手
続
費
用
及
び
差
押
債
権
者
の
債
権
に
優

先
す
る
債
権
を
弁
済
し
て
剰
余
を
生
ず
る
見
込
が
な
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
民
事
執
行
法
六
三
条
の
手
続
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
明

ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
民
事
執
行
法
六
三
条
の
手
続
は
、
差
押
債

権
者
に
対
す
る
配
当
が
な
い
無
益
な
執
行
を
避
け
、
あ
る
い
は
優
先

債
権
者
が
そ
の
意
に
反
し
た
時
期
に
担
保
権
の
実
行
を
強
制
さ
れ
る

こ
と
を
避
け
る
た
め
の
手
続
で
あ
り
、
も
と
も
と
所
有
者
を
保
護
す

る
た
め
の
手
続
で
は
な
く
、
無
剰
余
取
消
に
よ
り
結
果
的
に
所
有
者

が
所
有
権
を
失
う
こ
と
が
な
く
な
る
と
し
て
も
、
こ
れ
は
反
射
的
利

益
に
過
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
同
条
の
手
続
が
な
さ
れ
ず
、
ま
た

優
先
権
者
か
ら
の
執
行
異
議
の
申
出
も
な
い
ま
ま
売
却
手
続
が
実
施

さ
れ
て
売
却
許
可
決
定
期
日
に
至
っ
た
場
合
に
は
売
却
許
可
決
定
が

な
さ
れ
て
も
、
こ
れ
に
よ
っ
て
特
に
所
有
者
の
権
利
が
害
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
は
で
き
ず
、
抗
告
人
は
同
条
違
反
を
理
由
に
執
行
抗
告
す

る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
」
。

〔
評
釈
〕

　
判
示
事
項
第
一
点
に
つ
い
て
は
判
旨
に
疑
問
が
あ
る
。
第
二
点
及

び
第
三
点
に
つ
い
て
は
判
旨
に
賛
成
す
る
。

一
　
判
示
事
項
第
一
点
は
、
担
保
権
の
不
存
在
を
理
由
と
す
る
売
却

許
可
決
定
に
対
す
る
執
行
抗
告
の
許
否
に
つ
い
て
で
あ
る
。
担
保
権

実
行
の
手
続
内
で
担
保
権
の
不
存
在
を
理
由
と
し
て
不
服
を
申
立
て

る
方
法
と
し
て
は
、
民
執
法
一
八
二
条
に
よ
り
、
競
売
開
始
決
定
に

対
す
る
執
行
異
議
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
の
問
題
は
、
こ
の

い
わ
ゆ
る
実
体
異
議
と
は
別
に
、
売
却
許
可
決
定
に
対
す
る
執
行
抗

告
の
方
法
で
、
担
保
権
の
不
存
在
を
主
張
で
き
る
か
、
で
あ
る
。
条

文
の
解
釈
と
し
て
い
え
ば
、
担
保
権
の
不
存
在
は
、
民
執
七
一
条
一

号
の
「
競
売
手
続
の
開
始
又
は
続
行
を
す
べ
き
で
な
い
こ
と
」
（
七

四
条
二
項
・
一
八
八
条
）
に
あ
た
る
か
、
と
な
る
。
こ
の
問
題
は
、

　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

議
論
の
多
い
と
こ
ろ
で
、
判
例
も
分
か
れ
て
い
る
が
、
近
時
は
学
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

で
も
判
例
で
も
消
極
説
が
有
力
で
あ
り
、
本
決
定
も
こ
の
傾
向
に
追

随
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

二
　
積
極
説
と
消
極
説
の
論
拠
は
多
様
で
あ
る
が
、
主
な
論
拠
は
次

114



判例研究

　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

の
よ
う
に
整
理
で
き
よ
う
。

　
ま
ず
、
積
極
説
は
理
論
的
な
論
拠
と
し
て
、
担
保
権
実
行
手
続
の

根
拠
を
問
題
に
す
る
。
す
な
わ
ち
積
極
説
に
よ
れ
ば
、
担
保
権
実
行

手
続
は
、
担
保
権
に
内
在
す
る
換
価
機
能
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
。

故
に
、
担
保
権
の
不
存
在
・
消
滅
に
よ
り
換
価
機
能
が
存
し
な
い
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

と
は
、
売
却
不
許
可
事
由
と
な
る
と
い
う
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
消
極
説
は
、
民
執
法
が
担
保
権
実
行
手
続
に
つ

き
債
務
名
義
は
要
求
し
な
い
け
れ
ど
も
、
旧
法
と
異
な
り
、
競
売
開

始
の
要
件
と
し
て
一
八
一
条
一
項
所
定
の
文
書
の
提
出
を
要
求
し
て

い
る
点
を
重
視
し
、
次
の
よ
う
に
反
論
す
る
。
担
保
権
実
行
の
根
拠

が
終
局
的
に
は
担
保
権
の
換
価
機
能
で
あ
る
こ
と
ま
で
否
定
す
る
わ

け
で
は
な
い
に
し
て
も
、
こ
の
法
定
文
書
が
有
効
に
存
在
し
て
さ
え

い
れ
ば
、
法
定
の
手
段
に
よ
り
担
保
権
の
不
存
在
が
公
権
的
に
確
定

さ
れ
な
い
限
り
、
担
保
権
実
行
手
続
の
実
施
は
許
さ
れ
る
の
で
、
担

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

保
権
の
不
存
在
自
体
は
、
売
却
不
許
可
事
由
と
な
ら
な
い
、
と
。
の

み
な
ら
ず
、
消
極
説
は
、
積
極
説
の
見
解
に
従
う
と
、
売
却
許
可
決

定
以
外
の
担
保
競
売
に
お
け
る
ど
の
執
行
処
分
に
つ
い
て
も
、
担
保

権
不
存
在
を
理
由
と
す
る
執
行
異
議
・
執
行
抗
告
を
許
さ
な
い
と
理

論
上
一
貫
せ
ず
、
そ
の
結
果
、
担
保
権
不
存
在
を
理
由
と
す
る
執
行

異
議
・
執
行
抗
告
が
主
張
で
き
る
場
合
が
際
限
な
く
広
げ
ら
れ
て
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

ま
う
お
そ
れ
も
あ
る
と
指
摘
す
る
。

　
ま
た
積
極
説
の
実
践
的
な
論
拠
と
し
て
、
手
続
経
済
及
び
債
務
者
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
H
）

所
有
者
の
救
済
と
い
う
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
、

担
保
権
の
存
否
が
簡
単
に
認
定
で
き
る
場
合
に
も
執
行
抗
告
を
斥
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

て
改
め
て
執
行
異
議
を
申
立
て
さ
せ
る
の
は
、
迂
遠
で
あ
り
、
救
済

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

の
途
を
封
じ
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ

に
対
し
て
、
消
極
説
は
、
積
極
説
に
よ
れ
ば
執
行
抗
告
の
濫
用
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

る
遅
延
を
招
き
、
そ
れ
に
よ
り
買
受
人
の
利
益
を
害
す
る
と
す
る
。

ま
た
、
消
極
説
は
、
誤
っ
て
執
行
抗
告
を
提
起
し
て
き
た
場
合
は
、

執
行
裁
判
所
な
い
し
抗
告
裁
判
所
の
教
示
に
よ
り
容
易
に
救
済
で
き

　
　
　
（
1
5
）

る
と
い
う
。
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
教
示
は
義
務
で
な
い
以
上
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

救
済
に
不
公
平
が
生
じ
る
と
の
指
摘
も
あ
る
。

　
更
に
積
極
説
の
論
拠
と
し
て
は
、
抗
告
審
の
裁
判
を
受
け
る
機
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

を
保
障
す
べ
し
、
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
消
極
説

は
、
抗
告
審
が
任
意
的
口
頭
弁
論
を
開
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
な
い
現

状
で
は
、
抗
告
裁
判
所
が
執
行
裁
判
所
よ
り
も
適
切
な
審
判
を
な
し

　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

得
る
保
障
は
な
く
、
債
務
者
と
し
て
も
異
議
手
続
よ
り
慎
重
な
審
理

を
望
む
な
ら
ば
担
保
権
不
存
在
確
認
の
訴
え
を
提
起
す
べ
し
と
い

（
1
9
）
（
2
0
）

う
。
　
さ
て
、
消
極
説
の
主
た
る
論
拠
に
つ
い
て
み
る
と
、
ま
ず
、
民
執

法
の
立
法
趣
旨
で
あ
る
手
続
の
迅
速
の
要
請
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き

（
2
1
）る
。
即
ち
、
民
執
法
は
、
手
続
を
迅
速
に
す
る
た
め
に
、
執
行
抗
告
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に
つ
き
、
手
続
上
の
事
由
の
場
合
で
且
つ
特
別
な
定
め
が
あ
る
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

に
限
定
し
て
お
り
（
一
〇
条
一
項
）
、
ま
た
そ
う
解
し
て
も
、
民
執

法
は
、
担
保
権
の
不
存
在
・
消
滅
に
つ
い
て
競
売
開
始
決
定
に
対
す

る
執
行
異
議
（
一
八
二
条
。
な
い
し
は
担
保
権
不
存
在
確
認
の
訴
え
、

一
八
三
条
一
項
一
号
参
照
）
で
争
え
る
よ
う
に
し
て
い
る
た
め
、
債

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

務
者
の
権
利
の
保
護
に
欠
け
る
こ
と
は
な
い
、
と
い
う
。
本
決
定
の

理
由
付
け
も
ま
さ
に
こ
れ
で
あ
る
。
な
お
、
民
執
法
の
迅
速
な
手
続

の
要
請
は
、
旧
法
下
に
お
け
る
不
服
申
立
て
、
と
く
に
売
却
許
可
決

定
に
相
当
す
る
競
落
許
可
決
定
に
対
す
る
即
時
抗
告
の
、
濫
用
に
よ

る
手
続
遅
延
の
反
省
に
た
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
周
知
の
と
お

　
　
（
2
4
）

り
で
あ
る
。

　
更
に
、
こ
れ
に
関
連
す
る
消
極
説
の
重
要
な
論
拠
と
し
て
、
買
受

人
の
利
益
の
保
護
の
問
題
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
担
保
権
不
存
在
を

理
由
に
売
却
許
可
決
定
に
対
す
る
執
行
抗
告
を
認
め
る
と
、
前
述
の

よ
う
に
手
続
が
遅
延
す
る
。
具
体
的
に
は
、
売
却
許
可
決
定
の
確
定

・
代
金
納
付
の
時
期
が
遅
れ
、
そ
れ
だ
け
買
受
人
の
所
有
権
取
得
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

遅
れ
て
買
受
人
の
利
益
を
害
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
。
し
か
し
、

こ
れ
に
対
し
て
、
買
受
人
の
利
益
の
保
護
は
、
売
却
許
可
決
定
後
の

担
保
権
不
存
在
を
理
由
と
す
る
執
行
異
議
や
弁
済
も
否
定
し
な
い
と

理
論
的
に
一
貫
せ
ず
、
執
行
異
議
の
申
立
時
期
を
制
限
し
な
い
通
説

の
立
場
を
前
提
と
す
れ
ば
、
積
極
説
か
ら
は
、
執
行
異
議
な
ら
ば
許

さ
れ
る
の
に
執
行
抗
告
な
ら
ば
な
ぜ
許
さ
れ
な
い
か
の
反
論
が
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

得
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。

　
以
上
が
、
積
極
説
と
消
極
説
の
主
た
る
論
拠
と
思
わ
れ
る
が
、
更

に
、
折
衷
的
な
見
解
と
し
て
、
次
の
諸
説
が
み
ら
れ
る
。

　
ま
ず
、
消
極
説
を
前
提
に
し
な
が
ら
も
、
実
務
的
な
配
慮
か
ら
、

執
行
抗
告
に
よ
る
処
理
を
例
外
的
に
認
め
て
も
よ
い
と
す
る
も
の
が

（
2
7
）

あ
る
。
実
務
的
配
慮
の
中
身
と
し
て
は
、
積
極
説
の
実
際
的
な
論
拠

で
あ
る
債
務
者
ら
の
救
済
な
い
し
手
続
経
済
が
考
え
ら
れ
て
い
る
よ

　
　
（
2
8
）

う
で
あ
る
。

　
次
に
、
担
保
権
不
存
在
を
理
由
と
す
る
執
行
異
議
が
申
立
て
ら
れ

た
が
排
斥
さ
れ
て
い
た
場
合
で
、
執
行
異
議
に
お
い
て
提
出
さ
れ
た

事
実
主
張
及
び
証
拠
に
よ
れ
ば
担
保
権
の
不
存
在
が
認
め
ら
れ
て
競

売
開
始
決
定
を
取
消
す
べ
き
で
あ
っ
た
場
合
は
、
手
続
を
続
行
す
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

き
で
な
い
事
由
に
当
た
る
と
す
る
説
が
あ
る
。
こ
の
説
は
、
と
く
に

抗
告
審
の
裁
判
を
保
障
し
よ
う
と
す
る
積
極
説
の
論
拠
を
重
視
し
た

　
　
　
　
（
30
）

も
の
と
い
え
る
。

　
更
に
、
こ
の
問
題
に
関
連
す
る
裁
判
例
と
し
て
、
平
成
元
年
一
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
（
31
）

月
五
日
の
東
京
高
裁
決
定
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
同
決
定
は
、
消

極
説
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
と
く
に
注
目
し
た
い

の
は
、
同
決
定
が
、
担
保
権
不
存
在
を
理
由
と
す
る
執
行
異
議
及
び

そ
れ
に
伴
う
執
行
停
止
が
申
立
て
ら
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
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こ
れ
に
対
す
る
執
行
裁
判
所
の
判
断
が
な
さ
れ
て
い
な
い
状
態
に
あ

る
場
合
は
、
手
続
を
続
行
す
べ
き
で
な
い
事
由
に
当
た
る
と
し
て
、

執
行
抗
告
を
容
れ
た
点
で
あ
る
。
理
由
と
し
て
は
、
そ
う
せ
ね
ば
、

担
保
権
不
存
在
を
理
由
と
す
る
「
執
行
異
議
の
申
立
権
は
有
名
無
実

に
帰
す
る
」
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
部
分
は
、
直
接
的
に

は
、
担
保
権
不
存
在
を
理
由
と
す
る
執
行
抗
告
の
許
否
の
問
題
を
扱

っ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
実
質
的
に
み
る
な
ら
ば
、
右
の
問
題
に
関

し
、
前
述
の
折
衷
説
の
第
一
説
と
同
様
、
消
極
説
を
前
提
に
し
な
が

ら
も
積
極
説
の
意
図
す
る
債
務
者
ら
の
救
済
の
要
請
を
考
慮
に
い
れ
、

更
に
、
救
済
の
範
囲
を
、
執
行
異
議
の
申
立
権
の
保
障
の
範
囲
と
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
32
）

る
考
え
方
に
立
つ
も
の
、
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

三
　
さ
て
、
い
ず
れ
の
立
場
が
妥
当
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
積
極
説

に
よ
る
担
保
権
の
換
価
権
を
根
拠
と
す
る
論
理
及
び
抗
告
審
を
保
障

し
よ
う
と
す
る
考
え
方
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
よ
う
な
消
極
説
か
ら

の
批
判
が
正
当
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
消
極
説
は
、
と
く
に
手
続
の

迅
速
の
要
請
ひ
い
て
は
買
受
人
の
利
益
保
護
を
優
先
す
る
民
執
法
の

立
法
趣
旨
に
忠
実
で
あ
る
し
、
更
に
民
執
法
の
立
場
は
、
旧
法
下
の

実
務
上
の
問
題
点
を
踏
ま
え
て
経
験
的
に
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
積
極
説
よ
り
も
消
極
説
の
方
が
よ
り
説
得
力

が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
故
に
、
基
本
的
に
は
、
消
極
説
を
支
持

す
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
民
執
法
は
、
担
保
権
実
行
手
続
を
、
担
保
権
の
存
在

を
公
証
す
る
債
務
名
義
な
く
し
て
開
始
で
き
る
と
す
る
一
方
、
代
金

納
付
後
は
担
保
権
の
不
存
在
を
理
由
と
し
て
買
受
人
の
所
有
権
取
得

を
覆
せ
な
い
（
一
八
四
条
）
構
造
を
採
用
し
た
。
そ
の
た
め
、
債
務

者
・
所
有
者
が
担
保
権
の
不
存
在
を
争
う
途
を
と
く
に
保
障
す
る
必

要
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
、
担
保
権
の
不
存
在
を
理
由
と
す
る
執
行
異

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

議
（
一
八
二
条
）
が
設
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
鑑
み

る
と
、
消
極
説
を
採
る
に
し
て
も
、
積
極
説
の
論
拠
の
う
ち
、
債
務

者
ら
の
救
済
の
要
請
、
少
な
く
と
も
担
保
権
の
不
存
在
を
理
由
と
す

る
執
行
異
議
の
申
立
権
の
保
障
に
つ
い
て
は
、
な
お
考
慮
す
る
余
地

が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
そ
こ
で
、
消
極
説
を
前
提
に
し
な
が
ら
も
例

外
的
に
執
行
抗
告
を
認
め
る
前
記
折
衷
説
の
第
一
説
は
、
債
務
者
ら

の
救
済
に
配
慮
す
る
も
の
と
し
て
、
傾
聴
に
値
す
る
。
し
か
し
、
こ

の
説
は
、
救
済
の
範
囲
が
具
体
的
に
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

そ
の
ま
ま
で
は
、
消
極
説
の
い
う
よ
う
な
執
行
抗
告
の
濫
用
の
問
題

が
生
じ
や
す
い
と
思
わ
れ
る
た
め
、
俄
か
に
は
支
持
し
難
い
。

　
一
方
、
同
じ
く
消
極
説
を
前
提
に
し
な
が
ら
、
担
保
権
不
存
在
を

理
由
と
す
る
執
行
異
議
及
び
執
行
停
止
の
申
立
て
に
対
す
る
執
行
裁

判
所
の
判
断
が
な
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
、
担
保
権
不
存
在
を
直
接

の
理
由
と
す
る
も
の
で
な
い
に
し
て
も
、
執
行
抗
告
を
認
め
る
前
掲

平
成
元
年
一
〇
月
五
日
の
東
京
高
裁
決
定
の
立
場
は
、
前
述
の
よ
う

ll7
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に
、
実
質
的
に
み
る
と
、
担
保
権
の
存
否
を
争
わ
ん
と
し
て
執
行
抗

告
を
申
立
て
た
債
務
者
ら
の
救
済
を
、
執
行
異
議
の
申
立
権
の
保
障

の
枠
内
で
、
図
ろ
う
と
す
る
も
の
と
捉
え
る
こ
と
も
て
き
る
。
そ
う

す
る
と
、
同
決
定
の
立
場
に
つ
い
て
は
、
担
保
権
の
不
存
在
を
理
由

と
す
る
執
行
異
議
を
設
け
た
民
執
法
の
趣
旨
に
も
即
し
て
い
る
し
、

救
済
範
囲
が
具
体
的
に
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
賛
成
で
き
る
。

　
尤
も
、
右
の
平
成
元
年
の
東
京
高
裁
決
定
の
事
案
は
、
執
行
異
議

と
共
に
執
行
停
止
が
申
立
て
ら
れ
て
い
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
た
め
、

執
行
停
止
の
申
立
て
は
な
く
執
行
異
議
の
み
の
場
合
に
つ
い
て
も
、

同
様
に
解
す
る
立
場
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
け
れ
ど
も
、
同
決
定

は
理
由
と
し
て
、
執
行
異
議
の
申
立
権
の
実
質
的
保
障
を
挙
げ
る
か

ら
、
執
行
異
議
の
み
の
場
合
も
、
執
行
停
止
の
申
立
て
が
あ
る
場
合

と
同
様
に
解
す
る
立
場
と
み
る
余
地
は
あ
る
。
ま
た
、
そ
も
そ
も
執

行
停
止
は
職
権
に
よ
る
の
で
あ
り
（
二
条
二
項
・
一
二
条
六
項
）
、

執
行
停
止
の
申
立
て
は
職
権
の
発
動
を
促
す
に
す
ぎ
ず
、
申
立
権
は

認
め
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
、
こ
れ
を
保
障
す
る
必
要
は
な
い
筈
で
あ

る
。
こ
の
点
か
ら
も
、
執
行
異
議
の
申
立
て
の
み
に
と
ど
ま
る
場
合

と
、
執
行
停
止
の
申
立
て
を
伴
う
場
合
と
区
別
す
る
必
要
は
な
い
と

（
34
）

思
う
。
従
っ
て
、
担
保
権
不
存
在
を
理
由
と
す
る
執
行
異
議
の
申
立

て
に
対
す
る
執
行
裁
判
所
の
応
答
が
な
い
状
態
を
、
手
続
を
続
行
す

べ
き
で
な
い
事
由
に
当
た
る
と
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
他
方
、
同

決
定
の
立
場
に
よ
る
と
、
売
却
決
定
期
日
直
前
に
執
行
異
議
を
提
起

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

し
て
手
続
を
遷
延
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
し
か
し
、
濫
用
的
な

異
議
は
直
ち
に
排
斥
す
れ
ば
よ
く
、
他
方
、
理
由
の
あ
る
よ
う
に
み

え
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
審
理
に
時
間
が
か
か
っ
て
買
受
人
の
利
益
を

害
す
る
と
し
て
も
、
前
述
の
よ
う
な
担
保
権
不
存
在
を
理
由
と
す
る

執
行
異
議
の
制
度
趣
旨
に
鑑
み
れ
ば
、
や
む
を
得
な
い
の
で
は
な
い

か
。四
　
さ
て
、
本
決
定
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
近
時
の
大
勢
た
る
消
極

説
の
立
場
を
踏
襲
す
る
も
の
で
、
と
く
に
目
新
し
い
点
は
な
い
よ
う

に
み
え
る
。
た
だ
、
本
件
で
は
、
執
行
異
議
の
申
立
て
が
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
執
行
異
議
の
申
立
て
に
関
す

る
事
情
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
仮
に
売
却
許
可
決
定
前
に
執
行
異
議

の
申
立
て
が
あ
り
、
こ
れ
に
対
す
る
応
答
が
な
い
ま
ま
に
売
却
許
可

決
定
が
な
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
本
決
定
を
、
前
掲
平
成
元
年
一
〇

月
五
日
の
東
京
高
裁
決
定
の
立
場
を
否
定
す
る
と
み
る
余
地
も
な
い

わ
け
で
は
な
か
ろ
う
。
こ
う
し
た
見
方
に
対
し
て
は
、
執
行
異
議
の

申
立
て
に
対
す
る
応
答
が
な
い
こ
と
に
つ
き
、
抗
告
人
の
主
張
が
な

か
っ
た
た
め
に
判
断
が
さ
れ
な
か
っ
た
に
す
ぎ
な
い
と
の
反
論
も
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

り
得
よ
う
が
、
職
権
に
よ
る
判
断
を
す
る
こ
と
も
で
き
た
の
で
あ
る

か
ら
、
右
の
よ
う
な
仮
定
を
前
提
と
す
る
限
り
は
、
な
お
二
つ
の
決

定
を
対
立
す
る
も
の
と
み
る
余
地
は
な
い
わ
け
で
は
な
い
よ
う
に
思
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う
。
こ
の
よ
う
に
み
た
場
合
に
は
、
私
見
は
前
掲
平
成
元
年
の
東
京

高
裁
決
定
の
立
場
を
支
持
す
る
こ
と
か
ら
、
同
決
定
と
異
な
る
限
り

で
、
本
決
定
の
立
場
は
支
持
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
、
仮
に
売
却
許

可
決
定
前
に
執
行
異
議
が
申
立
て
ら
れ
応
答
な
い
ま
ま
に
売
却
許
可

決
定
が
な
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
職
権
に
よ
り
、
手
続
の
続
行
を
す
べ

き
で
な
い
場
合
に
当
た
る
と
判
断
し
、
執
行
抗
告
を
容
れ
て
、
売
却

許
可
決
定
を
取
消
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
思
う
。
一
方
、
本
件
の
執
行

異
議
が
売
却
許
可
決
定
後
に
申
立
て
ら
れ
た
も
の
と
す
れ
ば
、
消
極

説
の
立
場
か
ら
、
本
決
定
の
立
場
に
賛
成
す
る
。

　
な
お
、
こ
の
よ
う
に
執
行
異
議
の
申
立
て
が
売
却
許
可
決
定
の
前

か
後
か
に
よ
り
結
論
を
異
に
す
る
の
は
、
執
行
異
議
の
申
立
権
の
保

障
の
見
地
か
ら
す
る
と
、
お
か
し
い
と
の
批
判
も
あ
り
得
る
か
も
し

れ
な
い
。
け
れ
ど
も
、
民
執
法
は
、
い
わ
ゆ
る
執
行
停
止
書
面
（
民

執
三
八
条
七
号
の
文
書
並
び
に
同
一
八
三
条
六
号
及
び
七
号
の
文

書
）
に
つ
き
、
売
却
決
定
期
日
終
了
ま
で
に
提
出
さ
れ
た
場
合
は
債

務
者
保
護
を
優
先
し
て
手
続
を
停
止
す
る
（
民
執
七
二
条
一
項
・
一

八
八
条
）
の
に
対
し
、
売
却
決
定
期
日
後
に
提
出
さ
れ
た
場
合
は
買

受
申
出
人
保
護
を
優
先
し
て
手
続
の
停
止
を
認
め
な
い
（
民
執
七
こ

条
二
項
・
一
八
八
条
）
こ
と
と
し
て
、
債
務
者
保
護
と
買
受
申
出
人

保
護
の
調
整
を
図
る
見
地
よ
り
、
売
却
決
定
期
日
の
前
後
で
そ
の
取

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

扱
を
異
な
ら
し
め
る
立
場
を
採
る
。
こ
の
こ
と
に
照
ら
し
て
も
、
執

行
異
議
の
申
立
権
の
保
障
に
つ
き
、
申
立
て
が
売
却
許
可
決
定
の
前

か
後
か
に
よ
り
取
扱
を
異
に
す
る
の
は
、
民
執
法
の
趣
旨
に
反
し
な

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

五
　
判
示
事
項
第
二
点
に
つ
い
て
。
こ
れ
は
抗
告
理
由
第
二
点
及
び

第
三
点
に
対
す
る
も
の
で
、
い
ず
れ
も
開
始
決
定
後
に
所
有
者
が
死

亡
し
た
場
合
の
相
続
人
の
手
続
関
与
に
関
す
る
。
抗
告
理
由
第
二
点

は
、
開
始
決
定
後
に
所
有
者
が
死
亡
し
た
場
合
に
、
所
有
者
の
相
続

人
で
あ
る
抗
告
人
に
対
し
、
入
札
期
間
・
開
札
期
日
・
売
却
決
定
期

日
（
以
下
、
入
札
期
日
等
と
い
う
）
の
通
知
が
な
か
っ
た
こ
と
は
、

民
執
規
一
七
三
条
一
項
（
同
四
九
条
・
同
三
七
条
一
号
）
に
違
反
し
、

売
却
不
許
可
事
由
で
あ
る
「
売
却
の
手
続
に
重
大
な
誤
り
が
あ
る
こ

と
」
（
民
執
七
一
条
七
号
・
七
四
条
二
項
・
一
八
八
条
）
に
該
当
す

る
と
い
う
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
抗
告
理
由
の
第
三
点
は
、
抗
告
人

が
売
却
許
可
決
定
期
目
に
所
有
者
の
死
亡
に
関
す
る
事
情
と
不
許
可

決
定
を
求
め
る
陳
述
を
し
た
（
民
執
七
〇
条
・
同
一
八
八
条
）
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
執
行
裁
判
所
が
売
却
許
可
決
定
を
し
た
こ
と
が
「
売

却
許
可
決
定
の
手
続
に
重
大
な
誤
り
が
あ
る
こ
と
」
（
民
執
七
四
条

こ
項
・
｝
八
八
条
）
に
該
当
す
る
と
い
う
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

　
本
決
定
は
、
い
ず
れ
の
抗
告
理
由
も
排
斥
し
た
。
理
由
と
し
て
、

執
行
裁
判
所
は
当
然
に
所
有
者
の
死
亡
を
知
り
得
る
立
場
に
な
い
こ

と
を
強
調
し
た
う
え
で
、
所
有
者
の
死
亡
を
知
っ
た
後
に
も
、
相
続

ll9
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人
に
手
続
関
与
の
機
会
を
与
え
な
い
で
進
め
た
手
続
が
、
違
法
か
、

違
法
が
重
大
か
は
、
手
続
の
性
格
と
事
案
の
実
情
に
よ
り
、
所
有
者

保
護
の
要
請
と
手
続
の
安
定
な
い
し
入
札
者
の
保
護
の
要
請
と
を
、

比
較
衡
量
し
て
決
す
る
と
し
た
。
そ
し
て
考
慮
す
る
点
と
し
て
、
売

却
決
定
手
続
は
所
有
者
と
入
札
者
の
権
利
の
調
整
が
要
請
さ
れ
る
こ

と
、
入
札
期
日
等
の
通
知
は
被
相
続
人
宛
に
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
、

抗
告
人
以
外
の
相
続
人
が
入
札
期
日
等
の
通
知
を
事
実
上
受
領
し
て

い
る
こ
と
、
抗
告
人
は
売
却
許
可
決
定
期
日
に
お
い
て
陳
述
を
し
て

い
る
こ
と
、
抗
告
人
は
開
始
決
定
に
対
す
る
執
行
異
議
を
申
立
て
た

こ
と
、
執
行
裁
判
所
は
所
有
者
の
死
亡
を
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
挙

げ
て
い
る
。

　
本
決
定
は
と
く
に
抗
告
理
由
第
二
点
の
問
題
に
比
重
を
置
い
て
い

る
よ
う
で
あ
り
、
本
稿
で
も
、
こ
の
間
題
を
中
心
に
み
る
こ
と
に
し

た
い
。
す
な
わ
ち
、
開
始
決
定
後
に
所
有
者
又
は
債
務
者
が
死
亡
し

た
場
合
の
、
相
続
人
に
対
す
る
入
札
期
日
等
の
通
知
の
欠
訣
は
、
売

却
許
可
決
定
に
対
す
る
執
行
抗
告
理
由
と
な
る
か
で
あ
る
。

六
　
こ
の
問
題
に
関
す
る
、
民
事
執
行
法
下
の
判
例
は
見
当
た
ら
な

い
。
そ
の
意
味
で
、
本
決
定
は
最
初
の
先
例
と
し
て
の
意
義
を
有
す

る
と
い
え
よ
う
。

　
　
　
　
　
（
3
8
）

　
尤
も
、
旧
法
下
の
判
例
に
は
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
も
の
が
存
在

（
3
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）

す
る
。
一
つ
は
、
東
京
高
決
昭
和
三
一
年
七
月
一
三
日
で
あ
る
。
同

決
定
は
、
強
制
執
行
の
開
始
後
に
債
務
者
が
死
亡
し
た
場
合
、
民
訴

旧
五
五
二
条
（
民
執
四
一
条
に
相
当
）
に
よ
り
手
続
は
続
行
で
き
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

と
し
、
任
意
競
売
に
も
同
条
の
準
用
を
肯
定
し
た
上
で
、
そ
の
場
合

債
務
者
の
相
続
人
は
債
務
者
の
地
位
を
当
然
に
承
継
す
る
た
め
、
債

権
者
は
爾
後
相
続
人
を
債
務
者
と
し
て
手
続
を
続
行
す
べ
き
で
あ
る

か
ら
、
競
売
期
日
の
通
知
も
相
続
人
に
対
し
て
な
す
べ
き
で
あ
る
と

し
、
死
者
に
対
し
て
な
さ
れ
て
い
て
も
、
相
続
人
に
対
し
て
な
さ
れ

て
い
な
け
れ
ば
、
競
売
手
続
を
続
行
す
べ
き
で
は
な
い
と
し
た
。
こ

う
し
て
、
同
決
定
は
、
本
決
定
と
は
異
な
り
、
相
続
人
に
対
す
る
競

売
期
日
の
通
知
の
欠
鉄
を
理
由
に
、
競
落
許
可
決
定
を
取
消
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

一
方
、
東
京
高
決
昭
和
三
四
年
一
一
月
一
八
日
は
、
任
意
競
売
の
開

始
決
定
後
の
所
有
者
死
亡
の
場
合
に
お
い
て
、
抗
告
人
は
、
代
位
に

よ
る
相
続
登
記
が
な
さ
れ
ず
、
相
続
人
に
対
す
る
通
知
が
な
さ
れ
ず

に
、
手
続
を
続
行
し
た
の
は
違
法
と
主
張
し
た
の
に
対
し
、
相
続
人

が
手
続
に
参
加
す
る
に
は
相
続
人
に
お
い
て
そ
の
権
利
を
証
明
す
る

こ
と
を
要
す
る
か
ら
、
競
売
申
立
人
の
代
位
に
よ
る
登
記
は
不
要
で

あ
り
、
の
み
な
ら
ず
、
相
続
人
が
そ
の
権
利
を
証
明
す
る
手
続
を
と

ら
な
い
な
ら
ば
、
相
続
人
に
対
す
る
期
日
の
通
知
が
な
さ
れ
な
い
こ

と
は
当
然
で
、
違
法
で
は
な
い
と
す
る
。
同
決
定
が
い
う
、
相
続
人

が
そ
の
権
利
を
証
明
す
る
手
続
と
は
、
具
体
的
に
は
相
続
登
記
を
指

す
よ
う
で
あ
る
が
、
相
続
登
記
以
外
の
手
続
を
必
ず
し
も
排
除
す
る
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趣
旨
で
は
な
い
よ
う
に
思
う
。

　
一
方
、
民
執
法
下
の
学
説
で
は
従
来
、
こ
の
問
題
を
論
じ
る
こ
と

は
殆
ど
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
民
執
四
一
条
の
解
釈
に
関
し
て
、

強
制
執
行
の
開
始
後
に
債
務
者
が
死
亡
し
た
場
合
は
、
相
続
人
を
債

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

務
者
と
し
て
手
続
を
続
行
す
べ
き
こ
と
が
言
及
さ
れ
、
前
掲
東
京
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）

決
昭
和
三
】
年
七
月
一
三
日
が
引
用
さ
れ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
本
決
定
の
評
釈
に
お
い
て
、
石
渡
教
授
が
、
こ
の
問
題
を

採
り
上
げ
、
更
に
今
後
の
研
究
の
必
要
性
を
指
摘
さ
れ
て
お
ら
れ
る

こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
同
教
授
は
、
死
者
を
当
事
者
と
し
た
ま
ま
に

進
め
ら
れ
た
手
続
は
本
来
違
法
で
、
相
続
人
全
員
が
事
実
上
通
知
の

内
容
を
適
切
な
時
期
に
了
知
し
得
る
状
況
に
あ
る
な
ら
ば
蝦
疵
は
治

癒
す
る
が
、
本
件
で
は
抗
告
人
は
そ
の
よ
う
な
状
況
に
な
か
っ
た
と

し
て
、
本
決
定
に
反
対
の
立
場
を
採
ら
れ
る
。
ま
た
、
同
教
授
は
、

こ
う
解
す
る
と
、
買
受
人
の
利
益
を
害
す
る
虞
が
あ
る
に
し
て
も
、

債
務
者
・
所
有
者
が
自
然
人
の
場
合
は
死
亡
は
あ
り
得
べ
き
こ
と
で

あ
る
か
ら
、
買
受
人
に
事
前
に
調
査
し
て
し
か
る
べ
き
措
置
を
採
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
菊
）

こ
と
を
期
待
し
て
も
酷
で
は
な
い
と
さ
れ
る
。

　
旧
法
下
の
学
説
で
も
、
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
あ
ま
り
議
論
さ
れ

て
い
な
い
よ
う
で
、
一
般
的
に
は
、
強
制
執
行
に
関
し
、
通
知
等
の

債
務
者
の
関
与
を
必
要
と
す
る
行
為
は
、
相
続
人
に
対
し
て
又
は
相

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）

続
人
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
説
く
も
の
が
あ
る
程
度
で
あ

る
が
、
次
の
よ
う
な
見
解
も
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

一
方
で
、
山
本
判
事
は
、
強
制
執
行
開
始
後
の
当
事
者
の
変
更
は

「
執
行
機
関
と
し
て
は
容
易
に
知
り
得
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
故

当
事
者
に
変
動
が
あ
っ
た
と
き
は
そ
の
旨
を
利
害
関
係
人
は
執
行
機

関
に
届
出
る
べ
く
、
こ
の
届
出
が
な
く
、
当
事
者
の
変
動
を
知
ら
な

い
で
な
し
た
執
行
機
関
の
執
行
行
為
は
適
法
と
す
べ
き
で
あ
る
」
と

　
（
4
7
）

さ
れ
る
。
他
方
、
本
間
教
授
は
、
「
競
売
期
日
の
通
知
の
如
く
、
当

事
者
の
知
る
こ
と
を
要
す
る
行
為
を
行
な
う
場
合
に
、
旧
適
格
者
を

当
事
者
と
し
て
行
な
っ
て
も
、
そ
の
行
為
が
事
実
上
新
当
事
者
に
対

し
て
行
な
わ
れ
れ
ば
よ
い
。
承
継
の
事
実
が
裁
判
所
に
あ
き
ら
か
に

な
っ
た
場
合
に
は
、
爾
後
裁
判
所
は
、
承
継
人
を
当
事
者
と
し
て
扱

う
べ
き
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
よ
う
に
承
継
の
事
実
が
裁
判
所
に
あ

き
ら
か
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
裁
判
所
は
職
権
を
も
っ
て
手
続
を
一

時
休
止
し
、
手
続
進
行
に
関
す
る
新
当
事
者
の
意
思
を
尊
重
す
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
8
）

が
妥
当
と
思
わ
れ
る
」
と
さ
れ
る
。
「
事
実
上
新
当
事
者
に
対
し
て

行
な
わ
れ
ば
よ
い
」
の
意
味
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
相
続
人
全
員

に
よ
る
通
知
の
内
容
の
了
知
ま
で
要
求
す
る
趣
旨
と
す
る
と
、
石
渡

教
授
の
見
解
に
近
い
こ
と
に
な
ろ
う
。

七
　
以
上
の
よ
う
に
旧
法
下
の
も
の
も
含
め
て
判
例
・
学
説
を
み
る

と
、
開
始
決
定
後
に
所
有
者
又
は
債
務
者
が
死
亡
し
た
場
合
の
、
相

続
人
に
対
す
る
入
札
期
日
等
の
通
知
の
欠
訣
を
理
由
と
す
る
執
行
抗
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告
の
許
否
な
い
し
は
通
知
の
欠
敏
が
違
法
か
に
つ
い
て
、
一
応
、
積

極
説
と
消
極
説
に
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
積
極
説
と
し
て
、

最
も
典
型
的
な
の
は
前
掲
東
京
高
決
昭
和
三
一
年
七
月
一
三
日
で
あ

（
4
9
）

ろ
う
。
石
渡
教
授
の
説
は
、
相
続
人
が
事
実
上
通
知
を
了
知
し
得
る

状
況
に
あ
る
な
ら
ば
毅
疵
は
治
癒
す
る
と
さ
れ
る
点
で
制
限
付
き
で

は
あ
る
が
、
積
極
説
に
分
類
で
き
る
。
本
問
教
授
の
説
も
一
応
こ
こ

に
分
類
で
き
よ
う
。
消
極
説
に
分
類
で
き
る
も
の
と
し
て
は
、
い
ず

れ
も
制
限
付
き
で
あ
る
が
、
相
続
人
が
そ
の
権
利
を
証
明
す
る
手
続

を
と
ら
な
い
場
合
は
違
法
で
な
い
と
す
る
前
掲
東
京
高
決
昭
和
三
四

年
一
一
月
一
八
日
、
執
行
裁
判
所
が
当
事
者
の
変
更
を
知
ら
な
い
場

合
は
違
法
で
な
い
と
す
る
山
本
判
事
の
説
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
こ
の

消
極
説
の
考
え
方
は
、
概
し
て
い
え
ば
、
当
事
者
変
更
の
事
実
は
、

相
続
人
の
側
か
ら
執
行
裁
判
所
に
働
き
か
け
て
明
ら
か
に
す
べ
き
で

　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）

あ
る
と
の
前
提
に
立
ち
、
相
続
人
が
そ
れ
を
せ
ず
、
執
行
裁
判
所
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
51
）

当
事
者
の
変
更
を
知
ら
な
い
場
含
は
、
相
続
人
を
不
利
に
扱
っ
て
も

や
む
を
得
な
い
と
す
る
立
場
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し

て
、
積
極
説
は
、
執
行
裁
判
所
が
当
事
者
の
変
更
を
知
っ
て
い
る
か

否
か
に
よ
る
区
別
を
し
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
決
定
の
位
置

付
け
で
あ
る
が
、
本
決
定
が
、
相
続
人
に
対
す
る
通
知
の
欠
鉄
の
違

法
性
を
利
益
衡
量
に
よ
ら
し
め
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
形
式
的
に
は
、

折
衷
的
な
立
場
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
け
れ
ど
も
、
利
益
衡
量

に
お
い
て
、
執
行
裁
判
所
が
所
有
者
の
死
亡
を
知
ら
な
か
っ
た
こ
と

を
強
調
し
、
結
論
と
し
て
違
法
で
な
い
と
す
る
こ
と
か
ら
は
、
少
な

く
と
も
実
質
的
に
は
消
極
説
に
近
い
も
の
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ

う
。八
　
本
決
定
も
い
う
よ
う
に
、
開
始
決
定
後
に
債
務
者
・
所
有
者
が

死
亡
し
た
場
合
は
、
相
続
人
は
当
事
者
の
地
位
を
承
継
す
る
か
ら
、

相
続
人
を
手
続
に
関
与
さ
せ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
そ
こ
で
、
執
行

裁
判
所
に
そ
れ
を
期
待
で
き
る
場
合
す
な
わ
ち
、
承
継
の
事
実
が
執

行
裁
判
所
に
判
明
し
て
い
る
場
合
は
、
債
務
者
・
所
有
者
の
関
与
を

要
す
る
行
為
に
つ
い
て
、
相
続
人
を
手
続
に
関
与
さ
せ
る
べ
き
で
あ

る
。
し
か
し
、
承
継
の
事
実
が
執
行
裁
判
所
に
判
明
し
て
い
な
い
場

合
ま
で
も
、
同
様
の
取
扱
を
貫
く
必
要
は
な
い
と
思
う
。
す
な
わ
ち
、

前
述
の
消
極
説
に
基
本
的
に
賛
成
す
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
民
執
法
は
、

相
続
人
に
手
続
に
関
与
す
る
機
会
を
与
え
な
い
で
手
続
を
続
行
す
る

こ
と
を
も
、
容
認
す
る
と
解
せ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
民
執
法
は
、
四
一
条
一
項
及
び
一
九
四
条
に
よ
り
、

手
続
開
始
後
に
債
務
者
・
所
有
者
が
死
亡
し
た
場
合
に
も
手
続
の
続

行
を
認
め
る
。
そ
う
し
て
手
続
を
続
行
し
た
場
合
に
は
、
相
続
人
が

手
続
に
関
与
す
る
機
会
を
失
う
虞
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
民
執

法
は
、
他
に
、
相
続
人
が
手
続
に
関
与
す
る
機
会
を
確
保
す
る
措
置

を
と
く
に
設
け
て
は
い
な
い
。
尤
も
、
相
続
財
産
又
は
相
続
人
の
た
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め
に
特
別
代
理
人
の
選
任
を
認
め
る
四
一
条
二
項
は
、
相
続
人
の
手

続
保
障
を
考
慮
す
る
も
の
と
解
し
う
る
が
、
特
別
代
理
人
の
選
任
は
、

相
続
人
の
存
在
・
所
在
が
不
明
の
場
合
で
、
申
立
て
が
あ
る
場
合
に

限
定
さ
れ
る
か
ら
、
相
続
人
の
手
続
保
障
を
確
実
に
す
る
措
置
と
解

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
手
続
の
迅
速
の
要
請
か
ら
、

相
続
人
の
手
続
保
障
の
後
退
を
認
め
る
の
が
民
執
法
の
立
場
と
み
ら

れ
る
し
、
消
極
説
は
こ
の
法
の
立
場
に
即
す
る
も
の
と
思
う
。

　
石
渡
教
授
は
、
積
極
説
の
論
拠
と
し
て
、
前
述
の
よ
う
に
、
承
継

の
事
実
に
つ
き
、
買
受
人
に
事
前
の
調
査
を
期
待
し
て
も
酷
で
な
い

こ
と
を
挙
げ
て
お
ら
れ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な

理
由
か
ら
、
む
し
ろ
相
続
人
に
調
査
を
期
待
す
る
方
が
妥
当
と
思
わ

れ
る
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
、
民
執
法
が
と
く
に
一
般
人
の
売
却
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
）

参
加
の
促
進
を
狙
い
の
一
つ
と
す
る
こ
と
に
鑑
み
る
と
、
買
受
人
の

調
査
の
負
担
を
重
く
す
る
よ
う
な
解
釈
は
、
で
き
る
か
ぎ
り
避
け
る

の
が
、
法
の
趣
旨
に
適
う
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
相
続
人
は
、

相
続
財
産
を
管
理
す
る
立
場
に
あ
る
（
民
法
九
一
八
条
一
項
・
九
二

六
条
・
九
四
〇
条
・
九
四
四
条
参
照
）
こ
と
か
ら
、
相
続
財
産
に
関

す
る
調
査
を
相
続
人
に
期
待
す
る
こ
と
は
酷
な
こ
と
で
は
な
い
と
思

う
。
以
上
の
こ
と
か
ら
み
て
も
、
消
極
説
が
妥
当
と
思
う
。

　
尤
も
、
消
極
説
を
支
持
す
る
に
し
て
も
、
特
別
な
事
情
の
あ
る
場

合
は
例
外
的
に
、
執
行
抗
告
を
認
め
て
よ
い
と
思
う
。
特
別
な
事
情

と
し
て
は
、
執
行
裁
判
所
が
承
継
の
事
実
を
知
ら
な
か
っ
た
に
し
て

も
、
相
当
の
注
意
を
払
え
ば
知
り
得
る
状
態
に
あ
っ
た
場
合
、
承
継

の
事
実
に
つ
い
て
相
続
人
か
ら
の
申
出
を
期
待
す
る
こ
と
が
と
く
に

困
難
な
事
情
が
あ
っ
た
場
合
等
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
う
し
た
考
え

方
は
、
利
益
衡
量
的
な
要
素
を
持
ち
込
む
点
で
、
本
決
定
の
立
場
と

共
通
す
る
が
、
本
決
定
の
よ
う
に
全
面
的
に
利
益
衡
量
に
よ
ら
し
め

る
の
で
は
な
い
点
で
、
法
的
安
定
性
に
つ
き
利
が
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。

　
か
よ
う
な
考
え
方
に
よ
り
、
本
件
を
み
れ
ば
、
執
行
裁
判
所
が
承

継
の
事
実
を
知
ら
な
か
っ
た
事
案
で
、
右
の
よ
う
な
特
別
な
事
情
も

認
め
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
相
続
人
に
対
す
る
通
知
の
欠
訣

を
理
由
と
す
る
執
行
抗
告
を
否
定
し
た
本
決
定
の
結
論
に
賛
成
で
あ

る
。
理
由
付
け
に
つ
い
て
も
、
実
質
的
に
は
賛
成
で
き
る
が
、
右
に

述
べ
た
よ
う
に
、
特
別
な
事
情
が
認
め
ら
れ
な
い
限
り
原
則
と
し
て

違
法
て
な
い
と
構
成
す
る
方
が
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

九
　
な
お
、
抗
告
理
由
第
三
点
の
問
題
す
な
わ
ち
、
執
行
裁
判
所
が

承
継
の
事
実
を
知
っ
た
後
に
、
そ
の
ま
ま
売
却
許
可
決
定
を
し
た
こ

と
に
違
法
は
な
い
か
の
問
題
が
あ
る
。
本
間
教
授
が
述
べ
ら
れ
る
よ

う
に
、
執
行
裁
判
所
が
承
継
の
事
実
を
知
っ
た
場
合
に
は
、
相
続
人

を
手
続
に
関
与
さ
せ
る
べ
く
、
職
権
に
よ
り
、
手
続
を
一
時
休
止
す

　
　
　
　
　
　
　
（
5
3
）

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
本
件
の
場
合
も
、
抗
告
人
が
求
め
た
売
却
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不
許
可
決
定
で
は
な
く
と
も
、
売
却
決
定
期
日
の
延
期
を
考
え
る
余

地
は
あ
っ
た
と
し
て
も
、
手
続
の
休
止
は
裁
量
の
範
囲
内
で
あ
り
、

抗
告
人
は
手
続
に
全
く
関
与
し
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
も

鑑
み
れ
ば
、
手
続
に
違
法
は
な
い
と
解
す
る
。
故
に
、
こ
の
点
に
つ

い
て
も
、
本
決
定
に
賛
成
す
る
。

一
〇
　
判
示
事
項
第
三
点
は
、
担
保
権
実
行
手
続
に
お
い
て
民
執
六

三
条
（
民
執
一
八
八
条
に
よ
り
担
保
権
実
行
に
準
用
さ
れ
る
）
の
定

め
る
無
剰
余
の
場
合
に
採
る
べ
き
措
置
の
解
怠
を
理
由
と
し
て
、
所

有
者
が
売
却
許
可
決
定
に
対
す
る
執
行
抗
告
を
な
し
う
る
か
に
関
す

る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
本
決
定
は
、
民
執
六
三
条
の
目
的
は
、
無

益
執
行
の
禁
止
及
び
優
先
債
権
者
の
保
護
に
あ
り
、
所
有
者
の
保
護

で
は
な
い
か
ら
、
所
有
者
は
、
六
三
条
違
反
の
売
却
許
可
決
定
に
よ

り
自
己
の
権
利
が
害
さ
れ
る
者
で
は
な
い
（
七
四
条
一
項
・
一
八
八

条
）
と
し
て
、
所
有
者
の
執
行
抗
告
を
否
定
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
54
）

　
こ
の
点
に
つ
い
て
、
広
島
高
決
昭
和
五
七
年
一
〇
月
二
二
日
は
、

本
件
と
同
じ
く
担
保
権
実
行
に
関
し
、
六
三
条
の
目
的
は
優
先
債
権

者
保
護
に
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
所
有
者
や
債
務
者
に
よ
る
執
行
抗

告
は
許
さ
れ
ず
、
優
先
債
権
者
に
よ
る
執
行
抗
告
な
し
に
六
三
条
違

反
を
理
由
と
す
る
売
却
許
可
決
定
の
取
消
は
で
き
な
い
と
し
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
5
）

学
説
に
も
、
こ
の
結
論
を
支
持
す
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。
一
方
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
6
）

東
京
高
決
昭
和
六
〇
年
六
月
一
三
日
は
、
強
制
競
売
に
つ
い
て
で
あ

る
が
、
「
最
高
価
買
受
申
出
人
が
決
定
し
た
以
上
、
も
は
や
無
益
な

執
行
と
し
て
そ
の
手
続
を
取
消
す
べ
き
で
は
な
く
、
執
行
裁
判
所
と

し
て
は
売
却
を
許
可
」
す
べ
し
と
し
、
六
三
条
違
反
を
理
由
と
す
る

債
務
者
兼
所
有
者
に
よ
る
執
行
抗
告
を
否
定
し
た
。
本
決
定
は
、
結

論
的
に
は
、
こ
う
し
た
先
例
を
踏
襲
し
、
有
力
説
と
同
じ
立
場
を
と

る
も
の
と
い
え
る
。

　
尤
も
、
理
由
の
点
で
は
、
本
決
定
は
先
行
す
る
裁
判
例
と
若
干
異

な
る
。
す
な
わ
ち
、
い
ず
れ
も
、
理
由
づ
け
を
六
三
条
の
目
的
に
求

め
る
点
で
は
共
通
す
る
が
、
目
的
の
内
容
と
し
て
掲
げ
る
も
の
が
異

な
る
。
す
な
わ
ち
、
前
掲
昭
和
五
七
年
広
島
高
決
は
優
先
債
権
者
の

保
護
の
み
を
挙
げ
る
の
に
対
し
、
前
掲
昭
和
六
〇
年
東
京
高
決
は
無

　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
7
）

益
執
行
禁
止
を
強
調
す
る
が
、
本
決
定
は
優
先
債
権
者
保
護
と
無
益

執
行
禁
止
の
双
方
を
挙
げ
る
。
ま
た
前
掲
昭
和
五
七
年
広
島
高
決
は
、

関
連
し
て
優
先
債
権
者
の
執
行
抗
告
は
許
さ
れ
る
こ
と
を
い
い
、
前

掲
昭
和
六
〇
年
東
京
高
決
は
、
関
連
し
て
最
高
価
買
受
申
出
人
が
決

定
す
れ
ば
六
三
条
違
反
が
あ
っ
て
も
売
却
を
許
可
す
べ
き
こ
と
を
い

う
が
、
本
決
定
は
、
優
先
債
権
者
の
執
行
抗
告
の
許
否
や
六
三
条
違

反
が
売
却
不
許
可
事
由
に
当
た
る
か
に
つ
い
て
は
述
べ
て
い
な
い
点

も
、
異
な
る
。

　
六
三
条
の
目
的
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
優
先
債
権
者
保
護
と
無
益

執
行
禁
止
の
二
つ
が
考
え
ら
れ
て
お
り
、
前
掲
昭
和
五
七
年
広
島
高
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（
5
8
）

決
の
よ
う
に
優
先
債
権
者
保
護
を
強
調
す
る
見
解
と
、
前
掲
昭
和
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
9
）

O
年
東
京
高
決
の
よ
う
に
無
益
執
行
禁
止
を
強
調
す
る
見
解
が
あ
る

が
、
本
決
定
の
い
う
よ
う
に
、
い
ず
れ
も
同
条
の
目
的
と
し
て
肯
定

　
　
　
　
　
（
6
0
）

し
て
よ
い
と
思
う
。
尤
も
、
無
益
執
行
禁
止
に
は
、
債
務
者
な
い
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
1
）

所
有
者
の
保
護
も
含
ま
れ
る
と
解
す
る
余
地
も
あ
り
、
そ
の
よ
う
に

解
す
る
と
、
無
益
執
行
禁
止
を
、
所
有
者
の
執
行
抗
告
を
否
定
す
る

理
由
と
す
る
こ
と
に
は
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
け
れ
ど
も
、

無
益
執
行
禁
止
の
主
た
る
目
的
は
申
立
債
権
者
・
執
行
機
関
の
負
担

　
　
　
（
6
2
）

回
避
に
あ
り
、
債
務
者
・
所
有
者
の
保
護
は
、
少
な
く
と
も
、
従
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
63
）

る
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
無
益
執
行
禁
止
の
点
を
挙
げ

て
、
所
有
者
の
執
行
抗
告
を
認
め
る
こ
と
は
妥
当
で
な
い
と
思
う
。

ま
た
本
決
定
は
、
他
の
裁
判
例
の
よ
う
に
、
六
三
条
違
反
は
売
却
不

許
可
事
由
と
な
る
か
、
ま
た
六
三
条
違
反
を
理
由
と
す
る
優
先
債
権

者
の
執
行
抗
告
は
許
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
触
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ

ら
の
点
は
傍
論
で
あ
り
、
本
決
定
が
触
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
当
然
と

い
え
る
。
故
に
本
決
定
の
理
由
付
け
・
結
論
と
も
に
、
賛
成
で
あ
る
。

［
一
　
翻
っ
て
、
本
決
定
が
触
れ
て
い
な
い
上
記
の
二
つ
の
問
題
、

す
な
わ
ち
六
三
条
違
反
は
売
却
不
許
可
事
由
と
な
る
か
、
六
三
条
違

反
を
理
由
と
す
る
優
先
債
権
者
に
よ
る
執
行
抗
告
は
許
さ
れ
る
か
は
、

関
連
す
る
問
題
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
併
せ
て
言
及
し
て
お
き
た
い
。

　
前
者
す
な
わ
ち
最
低
売
却
価
額
で
剰
余
を
生
ず
る
見
込
が
な
い
の

に
六
一
二
条
の
措
置
が
採
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
場
合
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
4
）

売
却
を
許
可
す
べ
き
か
に
つ
い
て
は
、
前
掲
東
京
高
決
昭
和
六
〇
年

六
月
二
一
百
と
は
異
な
り
、
学
説
上
は
消
極
的
に
解
す
る
立
場
が
有

　
　
（
65
）

力
で
あ
る
。
後
者
す
な
わ
ち
六
三
条
違
反
を
理
由
と
す
る
優
先
債
権

者
の
執
行
抗
告
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
肯
定
す
る
前
掲
広
島
高
決
昭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
6
）

和
五
七
年
一
〇
月
一
二
一
日
を
支
持
す
る
立
場
が
有
力
で
あ
る
。

　
こ
の
二
つ
の
問
題
は
、
六
三
条
の
目
的
論
と
関
連
づ
け
て
考
え
る

　
　
　
　
　
（
6
7
）

こ
と
が
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
六
三
条
の
趣
旨
と
し
て
無
益
執
行

禁
止
を
強
調
す
れ
ば
、
前
掲
昭
和
六
〇
年
東
京
高
決
の
よ
う
に
、
同

条
違
反
が
あ
っ
て
も
売
却
を
許
可
す
る
結
論
に
結
び
つ
き
や
す
く
、

同
条
違
反
を
理
由
と
す
る
執
行
抗
告
は
、
優
先
債
権
者
に
つ
い
て
も

否
定
す
る
結
論
に
結
び
つ
き
や
す
い
で
あ
ろ
う
。
］
方
、
六
三
条
の

目
的
と
し
て
優
先
債
権
者
保
護
を
強
調
す
る
な
ら
ば
、
前
掲
昭
和
五

七
年
広
島
高
決
の
よ
う
に
、
優
先
債
権
者
の
執
行
抗
告
を
認
め
る
し
、

同
条
違
反
が
あ
れ
ば
売
却
不
許
可
決
定
を
す
る
結
論
に
結
び
つ
き
や

す
い
で
あ
ろ
う
。

　
六
三
条
の
目
的
に
つ
い
て
、
私
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
無
益
執
行

禁
止
も
優
先
債
権
者
保
護
も
み
と
め
て
よ
い
と
思
う
。
そ
こ
で
、
二

つ
の
要
請
の
調
和
を
図
る
方
法
と
し
て
、
執
行
裁
判
所
が
売
却
決
定

期
日
に
お
い
て
無
剰
余
措
置
の
欠
鉄
に
気
づ
い
て
も
、
優
先
債
権
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
8
）

の
異
議
が
な
い
限
り
は
、
売
却
許
可
決
定
を
す
べ
き
で
あ
る
が
、
こ

125



法学研究70巻3号（’97：3）

れ
だ
け
で
は
優
先
債
権
者
の
保
護
は
十
分
に
は
図
れ
な
い
の
で
、
優

先
債
権
者
は
売
却
許
可
決
定
に
対
す
る
執
行
抗
告
が
で
き
る
と
考
え

る
。
そ
し
て
、
六
三
条
違
反
は
、
優
先
債
権
者
の
異
議
が
あ
る
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
9
）

は
七
一
条
七
号
の
「
売
却
手
続
の
重
大
な
誤
り
」
と
な
り
、
優
先
債

権
者
の
異
議
が
な
い
場
合
に
は
売
却
手
続
の
誤
り
で
は
あ
る
が
重
大

で
は
な
い
と
解
す
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
を
本
件
に
当
て

は
め
る
と
、
六
三
条
違
反
は
、
優
先
債
権
者
の
異
議
が
な
い
場
合
に

は
「
売
却
手
続
の
重
大
な
誤
り
」
に
当
た
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
本
決

定
の
結
論
を
改
め
て
支
持
し
う
る
。

　
（
1
）
　
判
時
一
五
四
五
号
五
五
頁
は
、
競
売
開
始
後
「
債
務
者
」
が
死

　
　
亡
し
た
事
例
と
し
て
い
る
が
、
判
決
理
由
か
ら
は
、
死
亡
し
た
の
は

　
　
所
有
者
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
も
、
債
務
者
で
あ
る
こ
と
は
読
み

　
　
取
れ
な
い
。

　
（
2
）
　
判
時
一
五
四
五
号
五
五
頁
は
判
示
事
項
第
三
点
に
つ
き
、
「
無

　
　
剰
余
取
消
し
の
事
案
で
あ
る
が
、
売
却
が
実
施
さ
れ
、
売
却
許
可
決

　
　
定
が
な
さ
れ
た
場
合
に
つ
き
、
無
剰
余
取
消
し
の
適
用
に
よ
り
売
却

　
　
不
許
可
を
す
べ
き
か
（
消
極
）
」
と
い
う
。
け
れ
ど
も
、
本
決
定
は
、

　
　
無
剰
余
の
場
合
の
措
置
を
定
め
る
民
執
六
三
条
違
反
を
看
過
し
て
な

　
　
さ
れ
た
売
却
許
可
決
定
に
対
し
、
「
所
有
者
」
に
よ
る
執
行
抗
告
を

　
　
否
定
す
る
の
み
で
、
所
有
者
以
外
の
者
に
よ
る
執
行
抗
告
の
許
否
に

　
　
つ
い
て
は
述
べ
て
い
な
い
の
で
、
判
示
事
項
第
三
点
は
本
文
の
よ
う

　
　
に
説
明
す
る
方
が
よ
り
適
切
と
思
う
。
な
お
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

判
示
事
項
第
三
点
に
関
す
る
本
文
参
照
。

（
3
）
　
積
極
説
と
し
て
、
香
川
保
一
監
修
『
注
釈
民
事
執
行
法
』
（
金

融
財
政
事
情
研
究
会
。
以
下
、
注
釈
民
執
と
略
記
）
ω
（
昭
和
五
八

年
）
二
四
一
頁
（
田
中
康
久
）
、
同
『
新
民
事
執
行
法
の
解
説
』
（
増

補
改
訂
版
。
昭
和
五
五
年
、
金
融
財
政
事
情
研
究
会
。
以
下
、
田
中
・

解
説
と
略
記
）
四
三
三
頁
乃
至
四
三
四
頁
、
注
釈
民
執
㈹
（
平
成
七

年
）
九
五
頁
（
近
藤
崇
晴
）
、
注
釈
民
執
ゆ
（
昭
和
五
八
年
）
四
八

頁
注
（
21
）
（
同
）
。
な
お
、
深
沢
利
一
『
民
事
執
行
の
実
務
』
（
上
）

　
（
昭
和
五
六
年
、
新
日
本
法
規
）
三
八
O
頁
は
、
担
保
権
の
不
存
在

　
は
売
却
不
許
可
事
由
に
当
た
る
と
す
る
が
、
こ
れ
を
理
由
と
し
て
執

行
抗
告
が
で
き
る
か
に
つ
い
て
は
明
言
し
て
い
な
い
。
こ
の
点
に
つ

き
石
渡
哲
・
本
件
判
批
・
判
評
四
五
〇
号
五
八
頁
注
（
2
）
参
照
。

同
教
授
は
こ
れ
を
消
極
説
に
分
類
す
る
4

　
消
極
説
と
し
て
、
竹
下
守
夫
・
後
掲
東
京
高
決
昭
和
五
七
年
一
二

月
壬
二
日
（
後
注
（
4
）
参
照
）
判
批
・
判
評
二
九
七
号
五
四
頁
、

同
『
民
事
執
行
法
の
論
点
』
（
昭
和
六
〇
年
、
有
斐
閣
）
一
九
九
頁
、

浦
野
雄
幸
編
「
基
本
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
民
事
執
行
法
」
（
新
版
、

平
成
三
年
、
日
本
評
論
社
）
四
五
九
頁
（
竹
下
）
、
中
野
貞
一
郎

『
民
事
執
行
法
』
（
二
版
、
平
成
三
年
、
青
林
書
院
。
以
下
、
中
野
・

民
執
法
と
略
記
）
四
一
七
頁
以
下
（
注
6
）
、
同
「
担
保
執
行
の
基

礎
」
民
商
九
三
巻
臨
増
2
『
特
別
法
か
ら
み
た
民
法
』
（
民
商
創
刊

五
十
周
年
記
念
H
）
（
昭
和
六
一
年
）
二
二
五
頁
、
稲
田
龍
樹
「
被

担
保
債
権
の
消
滅
を
理
由
と
す
る
不
服
申
立
方
法
」
大
石
忠
生
他
編
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『
裁
判
実
務
大
系
』
㎝
（
昭
和
六
】
年
、
青
林
書
院
）
二
七
】
頁
、

住
吉
博
・
東
京
高
決
昭
和
五
八
年
八
月
二
四
日
（
後
注
（
4
）
参

照
）
判
批
・
ジ
ュ
リ
八
一
五
号
（
昭
和
五
八
年
度
重
判
）
二
二
四
頁
、

西
澤
宗
英
・
後
掲
東
京
高
決
昭
和
六
一
年
一
月
三
一
日
（
後
注

　
（
4
）
参
照
）
判
批
・
ジ
ュ
リ
八
八
七
号
（
昭
和
六
一
年
度
重
判
）

　
一
四
〇
頁
、
林
屋
礼
二
編
『
民
事
執
行
法
』
（
平
成
三
年
、
青
林
書

院
）
三
四
五
頁
（
生
熊
長
幸
）
、
石
川
明
他
編
『
注
解
民
事
執
行
法

　
・
上
』
（
平
成
三
年
、
青
林
書
院
）
七
五
一
頁
（
坂
本
倫
城
）
、
石
渡

哲
・
本
件
判
批
・
判
評
四
五
〇
号
五
六
頁
等
。

　
浦
野
雄
幸
『
条
解
民
事
執
行
法
』
（
昭
和
六
〇
年
、
商
事
法
務
研

究
会
。
以
下
、
浦
野
・
条
解
と
略
記
）
八
三
二
頁
及
び
八
五
八
頁

　
（
「
理
論
的
に
は
・
・
正
当
」
と
い
う
）
、
鈴
木
忠
一
・
三
ヶ
月
章
編

『
注
解
民
事
執
行
法
』
（
第
一
法
規
。
以
下
、
注
解
民
執
と
略
記
）
個

　
（
昭
和
六
〇
年
）
二
四
〇
頁
（
高
橋
宏
志
）
も
、
消
極
説
に
立
つ
も

　
の
で
は
あ
る
が
、
浦
野
判
事
も
高
橋
教
授
も
、
別
の
機
会
に
、
消
極

説
を
基
本
と
す
る
折
衷
的
な
見
解
（
本
文
の
折
衷
説
第
『
説
が
こ
れ

　
に
相
当
す
る
）
を
表
明
し
て
お
ら
れ
る
。
後
注
（
2
7
）
参
照
。

（
4
）
　
積
極
説
に
立
つ
も
の
と
し
て
、
東
京
高
決
昭
和
五
六
年
六
月
二

　
九
日
判
タ
四
五
〇
号
九
五
頁
、
東
京
高
決
昭
和
五
七
年
一
二
月
二
三

　
日
判
時
一
〇
六
六
号
六
二
頁
。

　
　
消
極
説
に
立
つ
も
の
と
し
て
、
大
阪
高
決
昭
和
五
六
年
一
一
月
二

　
六
日
判
時
一
〇
四
三
号
六
七
頁
、
仙
台
高
決
昭
和
五
七
年
五
月
一
〇

　
日
金
商
六
五
〇
号
三
〇
頁
、
仙
台
高
秋
田
支
決
昭
和
五
七
年
五
月
一

九
日
判
タ
四
七
三
号
一
四
八
頁
、
大
阪
高
決
昭
和
五
七
年
八
月
〕
九

　
日
金
商
六
六
〇
号
四
〇
頁
、
東
京
高
決
昭
和
五
八
年
八
月
二
四
日
判

時
一
〇
九
〇
号
二
壬
二
頁
、
東
京
高
決
昭
和
六
〇
年
五
月
］
五
日
判

時
一
一
八
四
号
七
七
頁
、
東
京
高
決
昭
和
六
〇
年
六
月
二
二
日
判
タ

五
七
四
号
九
〇
頁
、
東
京
高
決
昭
和
六
『
年
一
月
三
↓
日
判
時
二

　
八
四
号
七
七
頁
。

　
　
な
お
判
例
の
立
場
の
理
解
に
つ
き
、
石
渡
・
前
掲
判
評
四
五
〇
号

　
五
七
頁
注
（
1
）
及
び
五
八
頁
注
（
2
）
参
照
。

（
5
）
　
石
渡
・
前
掲
判
評
四
五
〇
号
五
四
頁
、
注
釈
民
執
㈹
九
二
頁

　
（
近
藤
）
、
三
谷
忠
之
「
民
事
執
行
法
判
例
百
選
」
（
平
成
六
年
）
八

　
七
頁
等
。

（
6
）
　
判
例
・
学
説
の
状
況
を
整
理
し
た
も
の
と
し
て
、
高
橋
弘
志

　
「
不
動
産
競
売
と
担
保
権
の
不
存
在
」
ジ
ュ
リ
八
七
六
号
（
昭
和
六
二

　
年
）
一
〇
四
頁
以
下
、
注
釈
民
執
㈹
九
二
頁
以
下
（
近
藤
）
、
三
谷
・

　
前
掲
八
五
頁
以
下
等
。

（
7
）
　
以
下
の
問
題
状
況
の
整
理
は
と
く
に
高
橋
・
前
掲
論
文
～
〇
六

　
頁
以
下
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

（
8
）
　
東
京
高
決
昭
和
五
七
年
一
二
月
二
三
日
判
時
一
〇
六
六
号
六
二

　
頁
、
注
釈
民
執
⑬
九
三
頁
以
下
（
近
藤
）
。

（
9
）
竹
下
・
判
評
二
九
七
号
五
五
頁
。
な
お
、
浦
野
雄
幸
「
民
事
執

　
行
法
の
諸
問
題
（
九
）
」
曹
時
三
六
巻
二
号
（
昭
和
五
九
年
）
二
二
八

　
頁
参
照
。
こ
れ
に
対
し
て
、
注
釈
民
執
矧
九
五
頁
（
近
藤
）
は
、
担

　
保
権
の
不
存
在
は
民
執
七
一
条
一
号
の
競
売
手
続
を
「
開
始
す
べ
き
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で
な
い
こ
と
」
に
当
た
ら
な
い
と
の
反
論
は
正
当
で
あ
る
が
、
「
続

　
行
す
べ
き
で
な
い
こ
と
」
に
当
た
る
と
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
見
解

　
に
つ
い
て
も
、
本
文
の
同
様
の
批
判
が
当
た
る
の
て
は
な
い
か
。

（
1
0
）
　
中
野
・
民
執
法
四
一
八
頁
、
同
・
前
掲
論
文
二
二
五
頁
、
高
橋

　
・
前
掲
論
文
一
〇
八
頁
。

（
n
）
　
尤
も
、
こ
の
点
を
強
調
す
る
の
は
、
積
極
説
の
論
者
や
判
例
よ

　
り
も
む
し
ろ
、
本
文
後
述
の
折
衷
説
の
第
一
説
（
後
注
（
2
7
）
参

　
照
）
で
あ
る
。

（
1
2
）
　
高
橋
・
前
掲
論
文
一
〇
七
頁
、
注
解
民
執
㈲
二
四
〇
頁
（
同
）
、

浦
野
・
前
掲
曹
時
三
六
巻
二
号
二
二
八
頁
乃
至
二
二
九
頁
、
注
釈
民

執
⑧
九
四
頁
（
近
藤
）
。

（
1
3
）
　
高
橋
・
前
掲
論
文
一
〇
八
頁
は
限
界
事
例
で
の
救
済
の
必
要
を

　
認
め
、
浦
野
・
前
掲
曹
時
三
六
巻
二
二
八
頁
乃
至
二
二
九
頁
も
、
利

害
関
係
人
の
不
利
益
の
回
避
を
是
と
す
る
。
ま
た
竹
下
・
判
評
二
九
七

号
五
四
頁
参
照
。

　
　
担
保
権
不
存
在
を
理
由
と
す
る
執
行
抗
告
を
排
斥
し
て
執
行
異
議

　
を
申
立
て
さ
せ
よ
う
と
す
る
と
、
債
務
者
ら
の
救
済
の
途
が
封
じ
ら

　
れ
か
ね
な
い
と
い
う
の
は
、
具
体
的
に
い
え
ば
、
執
行
抗
告
棄
却
に

　
よ
る
売
却
許
可
決
定
確
定
の
直
後
に
代
金
納
付
が
あ
れ
ば
、
執
行
異

議
は
提
起
で
き
な
く
な
る
（
高
橋
・
前
掲
論
文
一
〇
九
頁
注
（
1
4
）
）

　
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
た
と
え
執
行
異
議
を
提
起
し
て
も
、
売
却
許

可
決
定
後
の
場
合
は
こ
れ
に
伴
う
手
続
の
一
時
停
止
は
な
さ
れ
得
ず

　
（
執
行
異
議
に
伴
う
競
売
手
続
一
時
停
止
の
仮
処
分
（
民
執
二
条

　
二
項
・
一
〇
条
六
項
）
の
謄
本
は
一
八
三
条
一
項
六
号
の
文
書
で
あ

　
り
（
注
釈
⑧
一
〇
五
頁
（
佐
藤
歳
二
）
）
、
こ
れ
は
三
九
条
一
項
七
号

　
の
文
書
に
相
当
す
る
の
で
、
一
八
八
条
に
よ
り
七
二
条
二
項
が
準
用

　
さ
れ
る
（
注
釈
㈹
一
一
六
頁
（
佐
藤
歳
二
）
）
た
め
、
売
却
決
定
期

日
終
了
前
ま
で
に
提
出
し
な
い
と
原
則
と
し
て
手
続
を
停
止
で
き
な

　
い
）
、
執
行
異
議
が
認
容
さ
れ
開
始
決
定
の
取
消
決
定
が
さ
れ
て
も
、

同
決
定
は
執
行
抗
告
の
対
象
と
な
っ
て
（
二
一
条
一
項
前
段
）
確
定

す
る
ま
で
効
力
を
生
じ
な
い
（
一
二
条
二
項
）
の
で
、
開
始
決
定
の

取
消
決
定
が
確
定
し
な
い
う
ち
に
、
代
金
納
付
が
あ
れ
ば
異
議
は
却

下
さ
れ
て
し
ま
う
（
稲
田
・
前
掲
論
文
二
七
二
頁
参
照
。
尤
も
、
同

論
文
は
、
売
却
許
可
決
定
確
定
時
は
予
め
わ
か
っ
て
い
る
こ
と
故
、

消
極
説
で
も
、
債
務
者
に
酷
で
な
い
と
す
る
）
。
代
金
納
付
の
期
限

　
は
、
売
却
許
可
決
定
の
確
定
か
ら
一
月
以
内
の
日
と
す
る
（
民
執
規

則
五
六
条
一
項
）
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
実
務
で
は
売
却
許
可
決

定
の
確
定
後
直
ち
に
代
金
納
付
が
で
き
る
こ
と
に
つ
き
、
「
民
事
執

行
実
務
の
諸
問
題
（
第
九
回
）
」
判
タ
五
三
二
号
（
昭
和
五
九
年
）

四
三
頁
松
田
延
雄
発
言
参
照
。
故
に
、
代
金
納
付
時
期
の
実
務
と
の

関
係
か
ら
す
る
と
、
実
際
に
執
行
抗
告
で
は
救
済
で
き
て
も
執
行
異

議
で
は
救
済
で
き
な
い
事
態
に
陥
る
可
能
性
は
否
定
し
が
た
い
よ
う

　
で
あ
る
。

（
1
4
）
　
竹
下
・
判
評
二
九
七
号
五
四
頁
。
稲
田
・
前
掲
論
文
二
七
一
頁

　
（
同
論
文
は
遅
延
に
よ
り
、
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
介
入
に
よ
る
競
売
市
場

　
の
閉
鎖
化
の
危
険
も
指
摘
す
る
）
。
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（
1
5
）
　
竹
下
・
判
評
二
九
七
号
五
四
頁
乃
至
五
五
頁
。
稲
田
・
前
掲
論

　
文
二
七
二
頁
。

（
1
6
）
　
高
橋
・
前
掲
論
文
一
〇
八
頁
。
ま
た
教
示
に
応
じ
て
執
行
異
議

　
を
提
起
し
て
も
、
救
済
は
得
ら
れ
な
い
虞
も
あ
る
こ
と
に
つ
き
、
前

　
注
　
（
B
）
参
照
。

（
1
7
）
　
こ
の
点
を
積
極
説
の
論
拠
と
し
て
強
調
す
る
の
は
、
と
く
に
本

文
後
述
の
折
衷
説
の
第
二
説
の
論
者
で
あ
る
。
栗
田
隆
・
東
京
高
決
昭

和
六
二
年
↓
0
月
二
七
日
判
批
・
判
評
三
五
四
号
五
五
頁
及
び
五
六

頁
を
と
く
に
参
照
。
同
教
授
は
、
民
執
法
が
執
行
抗
告
を
制
限
す
る

前
提
と
し
て
、
執
行
異
議
し
か
認
め
な
い
処
分
に
つ
い
て
は
後
の
段

階
の
処
分
に
抗
告
を
認
め
て
、
抗
告
審
の
判
断
の
機
会
を
考
慮
し
て

　
い
る
こ
と
を
、
積
極
説
の
論
拠
と
し
て
挙
げ
（
五
五
頁
）
、
抗
告
審

　
の
判
断
に
服
さ
せ
る
べ
し
と
の
考
え
方
は
積
極
説
の
出
発
点
で
あ
る

　
と
い
う
（
五
六
頁
）
。
ま
た
竹
下
・
判
評
二
九
七
号
五
四
頁
、
高
橋

　
・
前
掲
論
文
一
〇
七
頁
参
照
。

（
1
8
）
　
竹
下
・
判
評
二
九
七
号
五
五
頁
、
高
橋
・
前
掲
論
文
一
C
七
頁

　
乃
至
一
〇
八
頁
参
照
。
実
務
上
、
抗
告
審
で
は
審
尋
は
さ
れ
な
い

　
（
前
掲
「
民
事
執
行
実
務
の
諸
問
題
働
」
判
タ
五
三
二
号
四
〇
頁
浦

　
野
雄
幸
発
言
）
が
、
執
行
裁
判
所
は
審
尋
を
す
る
（
同
号
四
二
頁
浦

　
野
発
言
参
照
）
よ
う
で
あ
り
、
む
し
ろ
執
行
裁
判
所
の
方
が
抗
告
裁

　
判
所
よ
り
も
慎
重
な
審
理
が
期
待
で
き
る
と
の
見
方
（
同
号
四
一
頁

　
米
津
稜
威
雄
発
言
）
も
あ
る
。
な
お
こ
の
消
極
説
の
批
判
に
対
す
る

　
再
批
判
と
し
て
、
栗
田
・
前
掲
判
評
三
五
四
号
五
六
頁
。

（
1
9
）
竹
下
・
判
評
二
九
七
号
五
五
頁
、
高
橋
・
前
掲
論
文
丁
い
八
頁

　
参
照
。

（
2
0
）
　
な
お
中
野
・
民
執
法
四
一
八
頁
は
、
抗
告
審
の
判
断
の
機
会
か

　
な
い
こ
と
を
消
極
説
の
問
題
点
と
し
て
認
め
る
が
、
こ
れ
を
理
由
に

執
行
抗
告
を
許
せ
ば
、
濫
用
の
虞
が
大
き
い
こ
と
を
強
調
す
る
。

（
2
1
）
手
続
の
迅
速
性
の
要
請
を
消
極
説
の
最
た
る
論
拠
と
指
摘
す
る

　
も
の
と
し
て
、
小
川
浩
・
東
京
高
決
平
成
元
年
一
〇
月
五
日
判
批
・

判
タ
七
六
二
号
（
平
成
三
年
）
二
六
五
頁
。

（
2
2
）
東
京
高
決
昭
和
六
〇
年
五
月
一
五
日
判
時
一
一
八
四
号
七
七
頁

　
（
七
八
頁
）
。
同
旨
、
大
阪
高
決
昭
和
五
六
年
一
↓
月
二
六
日
判
時

　
一
〇
四
三
号
六
七
頁
（
六
八
頁
）
、
仙
台
高
秋
田
支
決
五
七
年
五
月

　
一
九
日
判
タ
四
七
三
号
一
四
八
頁
、
大
阪
高
決
昭
和
五
七
年
八
月

　
一
九
日
金
商
六
六
〇
号
四
〇
頁
（
四
二
頁
）
、
東
京
高
決
昭
和
六
〇

　
年
六
月
二
二
日
判
タ
五
七
四
号
九
〇
頁
（
九
二
頁
）
。

（
2
3
）
東
京
高
決
昭
和
六
〇
年
五
月
一
五
日
判
時
一
↓
八
四
号
七
七
頁

　
（
七
八
頁
）
。
民
執
一
八
二
条
の
執
行
異
議
の
存
在
を
消
極
説
の
根
拠

　
と
す
る
も
の
と
し
て
、
大
阪
高
決
昭
和
五
六
年
一
一
月
二
六
日
判
時

　
一
〇
四
三
号
六
七
頁
（
六
八
頁
）
、
仙
台
高
決
昭
和
五
七
年
五
月
一
〇

　
日
金
商
六
五
〇
号
三
〇
頁
（
ご
二
頁
）
、
仙
台
高
秋
田
支
決
昭
和
五
七

年
五
月
一
九
日
判
タ
四
七
三
号
一
四
八
頁
、
東
京
高
決
昭
和
五
八
年

　
八
月
二
四
日
判
時
一
〇
九
C
号
二
二
三
頁
、
東
京
高
決
昭
和
六
〇
年

　
六
月
二
二
日
判
タ
五
七
四
号
九
（
一
）
頁
（
九
二
頁
）
、
東
京
高
決
昭
和

　
六
一
年
一
月
三
一
日
判
時
二
八
四
号
七
七
頁
（
七
九
頁
）
。
竹
下
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・
判
評
二
九
七
号
五
四
頁
、
中
野
・
民
執
法
四
一
八
頁
等
。

（
24
）
　
民
執
法
案
の
提
案
理
由
説
明
（
浦
野
・
条
解
九
頁
乃
至
一
〇

頁
）
、
注
釈
民
執
qD
二
三
〇
乃
至
二
三
一
頁
（
田
中
康
久
）
等
参
照
。

（
2
5
）
　
竹
ト
・
判
評
二
九
七
号
五
四
頁
、
稲
田
・
前
掲
論
文
二
七
一
頁
、

中
野
・
民
執
法
四
一
八
頁
等
。
な
お
、
消
極
説
が
、
債
務
者
よ
り
も

　
買
受
人
の
利
益
保
護
を
優
先
す
る
背
景
に
は
、
債
務
者
は
開
始
決
定

後
直
ち
に
異
議
申
立
て
が
で
き
た
は
ず
な
の
に
（
前
掲
「
民
事
執
行

実
務
の
諸
問
題
（
第
九
回
）
」
判
タ
五
三
二
号
三
九
頁
松
田
延
雄
発

　
言
に
よ
る
と
、
実
際
に
、
実
体
異
議
の
申
立
て
は
開
始
決
定
送
達
直

後
が
多
い
よ
う
で
あ
る
）
、
そ
れ
を
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、

　
不
利
益
を
受
け
て
も
や
む
を
得
な
い
と
い
う
利
益
衡
量
も
あ
ろ
う

　
（
高
橋
・
前
掲
論
文
一
〇
七
頁
も
参
照
）
。

（
2
6
）
　
高
橋
・
前
掲
論
文
一
〇
七
頁
。

（
2
7
）
　
浦
野
・
前
掲
曹
時
三
六
巻
二
号
二
二
八
頁
乃
至
二
二
九
頁
。
高

橋
・
前
掲
論
文
一
〇
八
頁
。
な
お
、
前
掲
「
民
事
執
行
実
務
の
諸
問

題
・
（
第
九
回
）
」
判
タ
五
三
二
号
四
二
頁
の
米
津
稜
威
雄
弁
護
士

　
の
発
言
も
、
類
似
の
考
え
方
て
あ
る
こ
と
に
つ
き
、
高
橋
・
前
掲
論

　文

一
〇
九
頁
注
（
1
7
）
。

（
2
8
）
　
浦
野
・
前
掲
曹
時
三
六
巻
二
号
二
二
八
頁
乃
至
二
二
九
頁
は
、

手
続
経
済
・
利
害
関
係
人
の
利
益
を
問
題
に
す
る
。
高
橋
・
前
掲
論

文
一
〇
八
頁
は
個
別
事
件
で
の
緊
急
避
難
的
な
救
済
を
問
題
に
す
る
。

（
2
9
）
　
栗
田
・
判
評
三
五
四
号
五
七
頁
。

（
3
0
）
　
前
注
（
1
7
）
参
照
。

（
31
）
　
金
法
一
二
五
五
号
三
〇
頁
。
事
案
は
、
債
務
者
が
売
却
決
定
期

　
日
の
六
日
前
に
執
行
異
議
を
申
立
て
た
が
、
執
行
裁
判
所
は
こ
れ
に

応
答
し
な
い
ま
ま
売
却
許
可
決
定
を
な
し
、
同
決
定
に
対
し
、
債
務

者
は
根
抵
当
権
設
定
は
無
権
代
理
に
よ
る
も
の
で
担
保
権
は
不
存
在

　
で
あ
る
旨
を
主
張
し
て
執
行
抗
告
を
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

（
32
）
　
小
川
・
東
京
高
決
平
成
元
年
一
〇
月
五
日
判
批
・
判
タ
七
六
二

号
二
六
五
頁
も
、
同
決
定
に
つ
い
て
、
消
極
説
を
基
本
に
し
な
が
ら

　
も
、
積
極
説
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
と
評
価
し
て
い
る
。

（
3
3
）
　
注
釈
・
民
執
㈲
三
八
頁
（
佐
藤
歳
二
）
、
同
書
六
九
頁
及
び
七
〇

頁
以
下
（
近
藤
）
参
照
。

（
34
）
前
掲
東
京
高
決
平
成
元
年
一
〇
月
五
日
の
匿
名
コ
メ
ン
ト
も
結

　論同旨、

金
法
一
二
五
五
号
三
二
頁
。

（
3
5
）
　
小
川
・
前
掲
判
批
・
判
タ
七
六
二
号
二
六
五
頁
参
照
。

（
3
6
）
　
現
に
、
前
掲
東
京
高
決
平
成
元
年
一
〇
月
五
日
は
、
職
権
に
よ

　
る
判
断
が
な
さ
れ
た
事
例
で
あ
る
。

（
3
7
）
　
注
釈
民
執
㈲
五
四
頁
以
下
（
近
藤
崇
晴
）
参
照
。

（
38
）
　
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
旧
法
下
の
問
題
状
況
を
参
考
に
す
る

　
こ
と
に
、
と
く
に
支
障
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
問

　
題
は
、
条
文
か
ら
す
る
と
、
強
制
執
行
の
開
始
後
に
債
務
者
が
死
亡

　
し
て
も
手
続
を
続
行
で
き
る
と
す
る
民
執
四
一
条
に
、
と
く
に
関
係

　
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
同
条
は
、
旧
法
下
の
民
訴
旧
五
五
二
条
と

　
同
趣
旨
で
、
両
条
の
間
に
大
き
な
相
違
は
認
め
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ

　
る
（
林
屋
礼
二
「
遺
産
に
対
す
る
強
制
執
行
」
『
現
代
家
族
法
大
系
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5
』
（
昭
和
五
四
年
、
有
斐
閣
）
］
九
八
頁
及
び
二
一
五
頁
付
記
参

　
照
）
。
な
お
、
相
違
と
し
て
は
、
旧
法
で
は
、
特
別
代
理
人
に
関
す

　
る
定
め
が
不
明
確
で
あ
っ
た
こ
と
、
担
保
権
実
行
へ
の
準
用
規
定
を

　
欠
い
て
い
た
こ
と
（
民
執
一
九
四
条
参
照
）
等
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、

　
後
者
に
つ
い
て
は
、
準
用
を
肯
定
す
る
判
例
が
存
し
た
こ
と
に
つ
き

　
本
文
参
照
（
東
京
高
決
昭
和
三
一
年
七
月
二
二
日
）
。

（
3
9
）
　
本
間
義
信
「
競
売
当
事
者
の
変
動
と
競
売
手
続
の
承
継
」
小
野

　
木
常
・
斉
藤
秀
夫
先
生
還
暦
記
念
『
抵
当
権
の
実
行
・
上
』
（
昭
和

　
四
五
年
、
有
斐
閣
）
二
五
頁
乃
至
二
六
頁
参
照
。

（
4
0
）
　
東
高
民
時
報
七
巻
七
号
一
四
八
頁
。

（
4
1
）
　
前
注
（
3
8
）
参
照
。

（
4
2
）
判
タ
九
九
号
二
五
頁
。

（
4
3
）
　
注
解
民
執
qD
七
一
〇
頁
（
町
田
顕
）
、
注
釈
民
執
⑭
六
二
五
頁

　
（
富
越
和
厚
）
、
石
川
明
他
編
『
注
解
民
事
執
行
法
・
上
』
四
三
五
頁

　
（
小
川
浩
）
。

（
4
4
）
　
注
解
民
執
m
七
一
〇
頁
及
び
七
一
三
頁
注
（
2
）
（
町
田
顕
）

　
も
、
相
続
人
を
債
務
者
と
し
て
手
続
を
続
行
す
べ
き
こ
と
を
い
い
、

　
東
京
高
決
昭
和
一
一
二
年
七
月
二
】
百
を
引
用
し
、
注
釈
民
執
③
六
二

　
五
頁
及
び
六
三
二
頁
注
（
1
0
）
（
富
越
和
厚
）
は
、
債
務
者
死
亡
後

　
に
手
続
を
続
行
す
る
場
合
に
つ
き
、
債
務
者
が
関
与
す
る
手
続
の
省

略
は
許
さ
れ
な
い
と
し
て
、
同
決
定
を
引
用
し
て
い
る
。

（
4
5
）
　
石
渡
・
前
掲
本
決
定
判
批
・
判
評
四
五
〇
号
五
六
頁
及
び
五
七

　頁．

、

（
4
6
）
　
兼
子
一
『
強
制
執
行
法
』
（
昭
和
二
四
年
、
弘
文
堂
）
四
四
頁
、

　
菊
井
維
大
『
強
制
執
行
法
（
総
論
）
』
（
昭
和
五
一
年
、
有
斐
閣
と
七
三

　
頁
乃
至
一
七
四
頁
、
岩
野
徹
他
編
・
注
解
強
制
執
行
法
ω
昭
和
四
九

　
年
、
第
一
法
規
）
五
二
七
頁
（
西
村
宏
一
）
等
。

（
4
7
）
　
山
本
実
一
「
執
行
関
係
の
変
動
に
つ
い
て
図
」
判
時
二
二
三
号

　
（
昭
和
三
二
年
）
二
頁
。
同
旨
、
菊
井
・
前
掲
書
一
七
三
頁
。

（
4
8
）
　
本
間
・
前
掲
論
文
三
〇
頁
乃
至
三
一
頁
。

（
4
9
）
　
こ
の
東
京
高
決
昭
和
三
一
年
七
月
二
二
日
を
挙
げ
て
、
相
続
人

　
を
手
続
に
関
与
す
べ
き
こ
と
を
い
う
民
事
執
行
法
下
の
学
説
（
前
注

　
（
4
4
）
参
照
）
も
、
積
極
説
と
解
し
う
る
で
あ
ろ
う
。

（
5
0
）
　
な
お
、
本
間
教
授
も
、
当
事
者
が
積
極
的
に
行
為
を
行
う
よ
う

　
な
場
合
は
、
新
当
事
者
は
承
継
の
事
実
を
証
明
す
る
こ
と
を
要
す
る

　
と
い
う
（
同
・
前
掲
論
文
一
一
二
頁
）
。

（
51
）
　
東
京
高
決
昭
和
三
四
年
二
月
一
八
日
の
立
場
に
つ
い
て
は
、

　
執
行
裁
判
所
が
当
事
者
の
変
更
を
知
っ
て
い
る
場
合
で
も
、
相
続
人

　
が
そ
の
権
利
を
証
明
す
る
手
続
を
と
ら
な
い
限
り
、
相
続
人
に
対
す

　
る
入
札
期
日
等
の
通
知
の
欠
訣
は
違
法
で
な
い
と
す
る
と
の
解
釈
も

　
一
応
可
能
で
あ
る
が
、
相
続
人
に
そ
こ
ま
で
負
担
を
課
そ
う
と
す
る

　
も
の
と
解
す
る
こ
と
に
は
疑
問
が
あ
る
。

（
5
2
）
　
民
執
法
案
の
提
案
理
由
説
明
（
浦
野
・
条
解
一
〇
頁
）
、
注
解

　
民
執
⑭
三
五
頁
（
三
ヶ
月
章
）
、
注
釈
民
執
③
三
四
四
頁
（
大
橋
寛

　明

）
等
参
照
。

（
5
3
）
　
当
事
者
の
手
続
関
与
を
保
障
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
、
民
訴
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二
一
二
条
を
準
用
し
て
当
事
者
に
不
定
期
問
の
故
障
が
あ
る
場
合
の

　
中
止
命
令
を
す
る
こ
と
を
認
め
る
見
解
が
あ
る
。
中
野
・
民
執
法
六
二

　
頁
。
な
お
民
訴
法
の
中
止
の
規
定
の
準
用
に
関
し
て
は
見
解
の
対
立

　
が
あ
る
こ
と
に
つ
き
、
同
書
六
九
頁
注
（
4
）
参
照
。

（
54
）
　
判
時
一
〇
七
四
号
六
九
頁
・
判
タ
四
八
五
号
二
一
二
頁
。

（
5
5
）
　
浦
野
・
条
解
二
八
八
頁
及
び
三
一
七
頁
、
注
解
民
執
⑭
三
二
五

　
頁
及
び
三
二
六
頁
注
（
4
1
）
（
竹
下
守
夫
）
、
中
野
・
民
執
法
三
八
六

　
頁
（
但
し
、
執
行
抗
告
が
で
き
る
の
は
優
先
債
権
者
「
等
」
と
い

　
う
）
。

（
5
6
）
　
判
時
一
一
六
一
号
二
二
二
頁
Q

（
5
7
）
　
東
京
高
決
昭
和
六
〇
年
六
月
二
二
日
の
事
案
は
、
優
先
権
者
の

申
立
て
に
よ
り
後
発
の
競
売
開
始
決
定
が
既
に
な
さ
れ
て
い
る
も
の

　
で
、
理
由
中
で
こ
の
点
に
も
言
及
し
て
い
る
。
そ
う
し
て
み
る
と
、

　
同
決
定
は
、
優
先
債
権
者
保
護
に
全
く
配
慮
し
な
い
も
の
と
も
い
え

　
な
い
。
後
注
　
（
6
5
）
の
坂
本
判
事
及
び
中
野
教
授
の
見
解
参
照
。

（
5
8
）
　
注
解
民
執
⑭
二
四
七
頁
（
竹
下
守
夫
）
、
浦
野
・
条
解
二
八
八

頁
及
び
三
一
七
頁
等
。
物
権
法
秩
序
説
と
も
呼
ば
れ
る
（
福
永
有
利

　
「
不
動
産
上
の
権
利
関
係
の
解
明
と
売
却
条
件
」
『
民
事
執
行
法
の
基

本
構
造
』
（
昭
和
五
六
年
、
西
神
田
編
集
室
）
三
六
一
頁
、
石
川
明

他
編
『
注
解
民
事
執
行
法
・
上
』
六
六
七
頁
（
森
義
之
）
参
照
）
。

（
5
9
）
　
田
中
・
解
説
一
六
二
頁
、
三
ヶ
月
章
『
民
事
執
行
法
』
（
昭
和

五
六
年
、
弘
文
堂
）
二
六
二
頁
、
注
釈
民
執
⑬
三
六
七
頁
（
大
橋
寛

明
）
等
。
合
目
的
性
説
と
も
呼
ば
れ
る
（
前
注
（
5
8
）
の
物
権
法
秩

　
序
説
の
名
称
に
関
す
る
文
献
参
照
）
。

（
6
0
）
　
同
旨
、
石
渡
・
本
件
判
批
・
判
評
四
五
〇
号
五
七
頁
。
旧
法
下
の

判
例
で
あ
る
が
、
最
判
昭
和
四
三
年
七
月
九
日
判
時
五
二
九
号
五
一

頁
も
、
民
執
六
三
条
と
同
趣
旨
の
民
訴
旧
六
五
六
条
の
目
的
に
関
し
、

無
益
執
行
禁
止
・
優
先
債
権
者
保
護
の
い
ず
れ
も
挙
げ
て
い
る
。
上

　
田
徹
一
郎
「
不
動
産
上
の
担
保
権
の
取
扱
い
」
中
川
善
之
助
・
兼
子

　
一
監
修
『
実
務
法
律
大
系
』
ω
（
昭
和
四
九
年
、
青
林
書
院
）
三
八
八

頁
及
び
三
八
九
頁
も
、
剰
余
主
義
の
根
拠
に
つ
き
、
優
先
債
権
者
保

　護を

基
本
と
し
な
が
ら
無
益
執
行
禁
止
も
副
次
的
に
認
め
る
。
竹
下

教
授
も
、
注
解
民
執
ω
二
四
七
頁
で
は
剰
余
主
義
の
根
拠
が
優
先
債

権
者
保
護
に
あ
る
こ
と
を
強
調
し
な
が
ら
も
、
同
書
三
〇
三
頁
及
び

　
三
二
五
頁
で
は
、
民
執
六
三
条
の
目
的
は
、
無
駄
な
売
却
期
日
の
防

止
に
あ
る
と
い
う
か
ら
、
無
益
執
行
禁
止
を
否
定
す
る
趣
旨
で
は
な

　
い
よ
う
で
あ
る
。
注
釈
民
執
⑥
三
六
七
頁
（
大
橋
）
も
、
民
執
六
三

条
の
目
的
に
つ
き
無
益
執
行
禁
止
を
主
と
し
な
が
ら
、
優
先
債
権
者

保
護
も
従
と
し
て
認
め
る
。

（
61
）
　
上
田
・
前
掲
論
文
三
八
九
頁
、
注
釈
民
執
⑬
三
六
六
頁
（
大

橋
）
、
判
時
一
一
六
一
号
二
一
三
頁
前
掲
東
京
高
決
の
匿
名
コ
メ
ン

　
ト
参
照
。

（
62
）
　
前
注
（
6
0
）
の
最
判
昭
和
四
三
年
七
月
九
日
参
照
。

（
6
3
）
　
福
永
・
前
掲
論
文
三
七
三
頁
注
（
3
9
）
も
、
無
益
執
行
禁
止
を

債
務
者
の
利
益
保
護
の
た
め
と
い
え
る
か
は
問
題
で
、
む
し
ろ
申
立

債
権
者
・
裁
判
所
と
の
関
係
で
考
え
る
べ
き
こ
と
を
指
摘
す
る
。
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（
6
4
）
　
結
果
的
に
剰
余
を
生
ず
る
買
受
申
出
額
で
買
受
申
出
が
あ
っ
た

場
合
は
、
売
却
を
許
可
す
べ
き
で
あ
る
（
同
旨
、
中
野
・
民
執
法
一
二
八
六

頁
、
注
解
民
執
⑬
六
九
頁
（
三
宅
弘
人
）
、
石
川
明
他
編
『
注
解
民

事
執
行
法
・
上
』
六
七
七
頁
（
森
義
之
）
等
）
。

（
6
5
）
　
注
解
民
執
㈹
六
九
頁
（
三
宅
弘
人
）
、
注
釈
民
執
㈲
四
五
頁

　
（
近
藤
崇
晴
）
、
浦
野
・
条
解
三
一
七
頁
、
石
川
明
他
編
『
注
解
民
事

執
行
法
・
上
』
七
五
一
頁
（
坂
本
倫
城
）
。
尤
も
、
坂
本
判
事
は
、

東
京
高
決
昭
和
六
〇
年
六
月
二
二
日
を
、
優
先
債
権
者
か
ら
の
二
重

　
開
始
決
定
が
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
蝦
疵
が
治
癒
さ
れ
る
と
す
る

　
も
の
と
解
し
て
、
同
決
定
に
反
対
さ
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
六
三

　
条
違
反
の
場
合
で
も
、
優
先
債
権
者
の
態
度
次
第
て
は
、
売
却
の
許

　
可
を
認
め
る
よ
う
で
も
あ
る
。
中
野
・
民
執
法
三
八
六
頁
は
「
当
該

　
事
案
に
お
い
て
無
剰
余
措
置
を
欠
い
た
売
却
実
施
が
売
却
の
手
続
の

　
重
大
な
誤
り
…
…
と
認
め
ら
れ
る
限
り
売
却
不
許
可
事
由
と
な
る
」

　
と
す
る
。
六
三
条
違
反
で
も
売
却
を
許
可
し
て
よ
い
場
合
を
認
め
る

　
趣
旨
か
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
中
野
教
授
も
、
前
掲
昭

　
和
六
〇
年
東
京
高
決
の
事
案
の
特
殊
性
に
言
及
さ
れ
て
い
る
（
前
注

　
（
5
7
）
参
照
）
の
で
、
や
は
り
優
先
債
権
者
の
態
度
次
第
で
は
売
却

　
許
可
を
認
め
る
よ
う
で
も
あ
る
。
注
解
民
執
ω
三
二
五
頁
（
竹
下
）

　
は
、
優
先
債
権
者
の
承
諾
が
な
い
限
り
、
売
却
不
許
と
す
べ
し
と
い

　
う
の
で
、
優
先
債
権
者
の
承
諾
あ
る
場
合
に
は
、
売
却
を
許
可
し
て

　
よ
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
石
川
明
他
編
『
注
解
民
事
執
行
法
・

　
上
』
六
七
七
頁
（
森
）
は
、
例
外
的
に
で
あ
る
が
、
売
却
を
許
可
で

　
き
る
場
合
を
認
め
る
。

（
66
）
　
前
注
（
5
5
）
の
文
献
参
照
。

（
6
7
）
　
六
三
条
違
反
の
場
合
に
売
却
を
許
可
す
べ
き
か
の
問
題
と
剰
余

主
義
の
意
義
根
拠
と
の
関
連
に
つ
き
、
福
永
・
前
掲
論
文
三
六
五
頁

参
照
。

（
6
8
）
前
注
（
6
5
）
の
竹
下
教
授
の
見
解
、
東
京
高
決
昭
和
六
〇
年
六

月
二
二
日
に
関
す
る
坂
本
判
事
・
中
野
教
授
の
見
解
は
、
六
三
条
違

　
反
の
場
合
で
も
、
優
先
債
権
者
の
態
度
と
の
関
係
て
、
必
す
し
も
売

却
許
可
を
否
定
し
な
い
よ
う
に
み
え
る
点
で
、
私
見
と
通
じ
る
よ
う

　
に
思
う
。

（
6
9
）
　
六
三
条
違
反
が
売
却
不
許
可
事
由
に
当
た
る
と
み
る
場
合
、
七

　
一
条
の
い
ず
れ
の
事
由
に
該
当
す
る
か
に
は
見
解
の
対
立
が
み
ら
れ

　
る
。
一
号
の
「
手
続
を
続
行
す
べ
き
で
な
い
こ
と
」
に
当
た
る
と
す

　
る
説
（
注
解
民
執
吻
三
二
五
頁
（
竹
下
守
夫
）
、
浦
野
・
条
解
ニ
ニ
七

　
頁
）
、
七
号
の
「
売
却
の
手
続
に
重
大
な
誤
り
が
あ
る
こ
と
」
に
当

　
た
る
と
す
る
説
（
注
釈
民
執
ゆ
四
四
頁
乃
至
四
五
頁
（
近
藤
崇
晴
）
、

　
中
野
・
民
執
法
三
八
六
頁
。
注
解
民
執
偶
六
九
頁
（
三
宅
弘
人
）
は
、

　
六
三
条
違
反
は
一
号
の
「
手
続
を
続
行
す
べ
き
で
な
い
」
場
合
に
当

　
た
る
と
解
せ
る
が
、
結
果
的
に
剰
余
を
生
す
る
買
受
申
出
額
で
買
受

　
申
出
が
あ
っ
た
と
き
は
売
却
は
許
可
し
て
よ
い
と
解
す
る
か
ら
、
六

　
三
条
違
反
は
「
重
大
な
誤
り
」
を
要
求
す
る
七
号
の
間
題
と
す
る
方

　
が
結
果
的
に
妥
当
と
い
う
）
、
い
ず
れ
に
も
当
た
る
と
す
る
説
（
石

　
川
明
他
編
『
注
解
民
事
執
行
法
・
ヒ
』
七
五
一
頁
（
坂
本
）
）
か
あ
る
。
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［
付
記
］
　
本
決
定
の
評
釈
と
し
て
、
本
稿
で
も
各
所
に
わ
た
っ
て
引
用

し
た
石
渡
哲
教
授
の
評
釈
が
あ
る
（
判
評
四
五
〇
号
五
三
頁
）
。
同
教

授
に
は
発
表
前
に
右
の
評
釈
を
拝
見
さ
せ
て
頂
く
ご
高
配
を
賜
っ
た
。

こ
の
場
を
借
り
、
あ
ら
た
め
て
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
濱
し
の
ぶ
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